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商
標
の
機
能
と
し
て
の
安
全
性
保
証
機
能
（ 

． 
ι壬・
7じ
） 

｜
｜
知
的
対
産
法
と
済
資
者
法
り
父
岨
刊
の
一
場
面
｜
｜

勝

日青

久

犬

商
店
い
の
機
能
、

7
J
て
の
り
叫
金
約
保
証
川
山
内
能

l 

間
伊
川
被
舵
の
形
成
心
計
十
早

従
来
、
伊
、
り
、
尚
様
の
絞
能
と
し
て
は
詰
込
の
山
人
山
川
長
不
機
限
J
門
川
一
真
似
体
止
絞
能
に
広
告
機
能
を
加
、
ズ
l
h

一
一
つ

E
H一
円
惚
院
と
は
、

一
点
要
オ
ー
は
前
回
M

b
孔
記
憶
し
、
あ
る
い
は
、

の
イ
メ
ム
ン

Jr思
い
浮
か
べ
る
に
中
旬
、
－
史
仏
、
り
て

商
標
円
体
に

の
出
僚
を
お
（
ハ
J

〕
た
商
品
・
役
務
に
礼
、
J

引
い
へ
青
主
覚
、
え
さ
せ
る
と
い
え
矧
向
を
持
つ
に
千
円
吉
川
崎
止
さ
え
あ
り
う
る
た
め
、
長
楽
上
大

き
な
力
を
λ
午
、
ァ
る
こ
〆
一
か
り
、
」
の
ぶ
つ
な
作
川
の
こ
と
よ
γ
い
っ

ま
ず
、
ご
こ
で
荷
憾
の
機
桂
と
い
う
場
合
、
有
際
法
上
心
子
続
き
を
ね
て
な
お
手
れ
ナ
人
向
FM羽
田
川
の
機
設
ζ

い
う
意
味
で
は
な
く
、

実
〆
止
法
！
な
維
れ
…
～
社
会
的
事
実
と
し
て
の
尚
標

こ
の
志
味
で
の
商
標
J
は
、
」
刊
託
取
引
社
会
に
お
い
て
、
何
人
一
方

の
来
持
／
｝
ヘ
J

苅
係
に
お
け
て
舵
判
化
さ
れ
に
商
品
（
U
4
牲
を
ふ
ぷ
公
ロ
ヲ
G
1
乙
め
t山

mw
－
 

d
九
川
さ
れ
る
f
j
干
、
長
形
、
記
号
等
凶
沿
い
凡
的
に
把
似
し
得
る
で
J

段
一
と
さ
れ
、

、
叫
斗
池
必
川
品
を
識
別
す
る
た
め
片

叫
川
「
一
川
に
つ
い
γ

火
、
す
る
に
夜
4
1
に
ハ
け
さ
れ

戸
出
「
市
何
々
）

主門
r休
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出
品
の
所
ゐ
砲
の
－
q
Mと
き
の
品
所
を
一
子
て
き
た
乙
い
わ
れ
て
い

す
る
c

商
品
に
様
i
Z

取
を
付
「
こ
〉
に
よ
り
他
の
商
品
と
の
治
則
が
存
劾
に
な
る
が
、
歴
史
的
・
沿
H

早
的
い
は
、
こ
の
機
長
J
V
使
っ
て
、

c8 

託
業
の
発
注
と
と
も
に
利
襟
は
内
所
」
工
衣
不
L
J
る
だ
め
に
使

ぷ－一、山

u
d去
一
ボ
桜
花
）
。
そ

L
て、

市
3
れ
る
い
一
ζ

が
多
く
な
打
、
河
の
ム
有
機
予
十
五
七
さ
れ

f
J
N
u川
は
同
一
の
牛
応
省
に
ホ
る
も
の
こ
消
費
省
が
引
認
識
す
る
よ
う
に
な
3

も
n判

同
心
＋
間
際
り
も
と
で

ω日
の
斤
質
や
有
し
て
い
る
に
の
…
問
符

（白川一則）

出
訴
を
表
不
L
q
J

る
た
け
尽
に
ふ
時
様
が
表
一
小
さ
れ
る
こ
と
が
絞
り
J

妥
当
、
れ
る
こ
、
市
愛
者
の
仰
で
は
、

の
も
と
で
説
い
叫
を
巡
択
「
る
よ
う
ピ
な
る
ハ
消
女
計
は

ど
の
詰
質
｝
ゲ
期
待
［
亡
胤
1

刊
を
賎
入
し
て
お
旬
、
こ
の
明
日
に
認
FJ
る
記
応
は
、
制
杭
制
e

汁ソ

I
ピ
ス
な
ど
に
つ
し
と
の
記
憶
よ
り
も
長

く
消
費
朽
の
も
と
に
川
川
三
ス
ケ
こ
す
ら
い

h
れてしい司

止
Ii 
担i
か

，~.↓，， 

宍も
百叶 fj) 

検ノ日
能c2用
）を

舟d王

者；
積

c 

で
は
、
同
心
口
山
気
む
同
心
中
緑
川
出
ず
る
努
け
が
3
れ
る
に
ム
し
る

ま
た
、
南
μ
引
に
古
川
様
を
表
不
し
て
流
返
さ
廿
る
と
、

向
山
一
用
h

の
も
と

出
擦
の
ン
ン
ボ
ル
ほ
か
ら
れ
昔
、
者
は
特
定
む
古
川
様
に
判
定
の
イ
メ
ー
ジ
か
れ
抱
〈

LG
る
と
い
わ
れ
て
い
る

出
合
同
悦
龍
）
L

「
の
よ
う
な
作
用
は

工
う
に
な
り
、
ま
だ
商
品
ど
使
用
し
た
経
験
の
な
い
計
費
者
に
む
し
て
も
、
そ
の
イ
メ

l
ン
を
活
用
f

た
マ

i
ケ
ヂ
ィ
ン
バ
ノ
が
可
保
と

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
日
小
発
注
す
る
誌
か
、
ヮ
「
じ
コ
、
と
し
て
作
用
は
し

よ
う
に
な
っ
亡
し
ゃ
ら
ば
、
ぷ
々
」
の
機
阪
が

ラ
ン
ド
制
怯

J
1
エ
し
、
豆
変
説
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

ソ
ス
メ
ザ
パ
ー
ア
の
発
途
と
コ
↑
k

i

、J
ャ
リ
ズ
ー
の
ム
口
頭
に
付
い
、
商
品
l

マ
i

ン
ヤ
ル
vp
盛
山
に
流
六
、
れ
る

一の

Jtr一
ノ
に
商
M
W

て
き
た
J

川
、
の
で
あ
る
が

り
は
離
れ
行
い
ね
定
の
イ
メ
ー
ジ
や
侃
品
川
、
石
狩
つ
別
伝
と
し
て
の
側
ト
刊
を
古
h
L
ヨ
ノ
る
て
つ
に

子
「
／
ラ
シ
ド
」
と

L
て
冊
悼
を
増
し
て

L
く
こ
に
い
よ
っ
て
、
商
品
に
以
さ
れ
I
H
w
z
m
ぐ
い
う
役
割
に
留
ま
ら
ず
、
個
別
の
商
品
か

、
」
の
よ
う
に
尚
一
心
に
説
阻
い
を
表
一
小
「
る
こ
こ
に
よ
り
、
ー
お
の
よ
う
日
終
校
五
打
会
的
事
手
乙

L
て
形
成
さ
れ
、

代
と
と
も
に
変
混
じ
て
け
く
も
の
で
あ
｝
白
が
、
こ

か
つ
、
円
七
札
は
時

ロロ
lロ
也に
と tie
t,c ＇を
ゐccず
〈る
」 νヲ
0) 7ト
「守
に保
ノ c!Ji
L、 1』
ζ る

f~ ~· 
iJ、争1
出に
で v、
l主古、、→
'" {J 
fj；、
f土,. 

C! 

凶
知
J

法
一
条
に
い

う
な
組
掛
か
、
た
ど
と
い
一
つ
に
と
と
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て
ノ
凶
阿
川
法
の
「
戸
前
」
に
閲
す
る
解
釈
論
と
し
亡

が
、
、
γ
説
法
び
判
例
上
で
活
凡
ん
に
議
ヘ
制
さ
れ
て
い
る
r

商
際
機
能

は
、
一
山
際
権
侵
害
に
形
式
的
に
説
引
す
る
f

打
九
で
あ
っ
て
生
、

r

ぷ
七
九
に
一
。
り
潤
憾
の
本
質
的
機
能
子
中
ん
さ
れ
ヨ
い
場
ふ
は
、

は
訟
行
為
は
i
－
質
的
法
法
性
を
欠
く
正
一
の
乙
し
て
計
さ
れ
る
三
ず
る
法
法
で
あ
り
、
＋
に
ど
ハ
一
止
商
品
の

tc前
人
を
H
A
る
予
い
の
川
T

で
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
小
杭
て
は
こ
の
絞
法
論
山
口
体
に
つ
い
て
は
必
支
な
範
何
で
の
一
言
及
に
留
め
る
、

7τ
ぐ
し
、
次
で
、
社
会
的
事

実
子
し
て
の
高
際
の
絞
能
が
羽
在
転
換
甘
ん
に
き
て
い
る
こ
と
を
ほ
認
し
に
い
U

う

前
）
町
議
能
の
現
代
中J
間
以
同
社

へ
1
〕
山
所
表
不
機
能
し
し
マ

1
ケ一
T

J

ン
グ
コ
／
f
一
ブ
の
決
｛
記
者

出尽ν〉成能と Jての安，，，，，，旬、，，，機首 f二宅；

商
品
L

山r
時
十
表
示
し
て
流
通
さ
喧
る
J
い
う
行
為
に
上
り

山
川
所
表
一
小
部
可
能
と
口
出
筑
h
U
A

市
機
龍
、

υ一E
機
能
が

F

山イ
H

4

二
百
、
こ

lk／目

l
V
2
L）

品ホマ
J

る
？
と
六
、
れ
て
き
た
3
1

り
ιど
つ
い
て
説
例
し
っ
し

い
ず
れ
の
機
能
も
、
4
同
様
JY
泊

υ
て
M
1
U
A
Z測
り
u
R
I
F
と
れ
者
一
Z
河
川
N
f
y

又
げ
る
州

所
結
孫
、
信
用
、
イ
メ
i
y
Lぷ
l
k
が
相
Lq
に
反
AL
－
－
の
ハ
一
仁
形
ば
さ
れ
と
き
午
、
竺
山

れ
ら
商
標
の
機
院
旧
つ
い
て
は
、
山
い

所
表
一
小
機
限
F

」
そ
が
筒
椋
の
点
史
的
な
機
能
で
あ
わ
、

他
心
機
能
付
山
一
晴
氏
一
小
機
伝
か
ら
派
パ
「
る
と
U
H
J
九
る
の
か
、
か
什
機
院
は
そ
れ

少
な
く
と
も
由
一
純
一
引
J

I

庄
内
町
許
v

く
は
附
援
に
出
品
川
以
外
心
情
杭
を
消

F

れ
伝
互
の
機
院
と
川
町
乙
る
の
か
こ
い
λ

土
…
で
手
い

賞
者
に
I
J
与
え
て
い
る
、
」
／
一
は
惇
か

J

し
て
、
同
時
に
、
商
擦
を
表
不
一
j

る
側
に
お
い
て
1

乞
消
費
者
の
間
に
お
い
て
も
、
消

費
経
ト
伯
、
ザ
世
主
の
変
化
の

P
で
、
ー
記
N
M
外
の
有
隙
心
機
詑
が
同
地
心
さ
れ
て
い
く
こ
ぐ
ら
、
ー
記
一
機
能
の
形
戎
過
程
に
晴
ら
し
て
川
町

日
｝
の
口
に
認
し
、
羽
目
り
凶
標
に
は
一
マ

i
ケ
ァ
ィ
〆
ゲ
令
コ
ン
セ
y
i
」
を
誌
が
決
め
た
心
か
、

所
在
や
明
ら
か
に
寸
る
作
川
が
あ
る
こ
ζ

を
指
摘
す
る
い
九
鮮
が
あ
る
。
現
代
り
版
業
構
去
の
中
に
お
け
る
手
産
科
で
は
、

ら
か
は
こ
ζ

と
い
い
ん
侍
る
ハ

一
つ
の
削
岩

部
ぺ
川
の
町
袋
五
、
組
み
心
て
、
桐
’
礼
、
配
送
、
仏
止
円
必
ど
の

》，，主

つ
の
た
社
だ
け
で
生
産
す
る
こ
と
ぽ
少
な
く
は
り
、

ム一の
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c8 

様
々
な
部
門
に
紹
介
d
h
凶
さ
れ
る

r
と
も
に
、
部
門
ご
と
ご
妥
託
、

下
請
け
係
諸

H
と
い
っ
た
外
注
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
決
ぷ
し
少
な
く

な
い
。
川
で
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
フ
ブ
シ
ド
商
品
は
、
裂
近
郊
吋
全
体
を
外
注
し
た
「
窃
和
川
町
一

rj」
南
け
こ
も
い
う
こ
と
が

も
n判

の
よ
う
に
、
ヰ
広

i
枝
子
今
、
い
？
に
、
複
数
化
」
ヲ
る
一
、
泊
肝
怖
が
－
？
と
士
3
山川刈
mL
一
製
造
業
者
が
イ
｝
コ
ー
ル
の
関
係
／
一
ば
な
ら
な
く
な

る
n

？で

L
て
、
尚
一
品
に
誌
の
目
標
中
表
一
ボ
「
る
か
と
い
う
こ
J
は、

マ
ケ
ア
ィ
〆
グ
仁
の
つ
の
い
～
九
時
／
「
し
て
的
い
置
つ
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
そ
の
村
民
、
ル
止
詮
仁
柑
れ
に
湾
与
し
て
い
て
？
、
川
山
叫
に
高
際
を
去
不
さ
札
口
仙
い
者
や
表
一
ボ
さ
れ
た
と
し
て
も
斗
V

に
な
川
出

置
と
な
る
カ
引
な
f
が
現
れ
、
主
た
、
反
対
に
、

そ
の
十
制
中
心
的
世
尽
に
古
丙
ハ
J

し
と

1
Gノ＼て？も、

自
ら
の
品
同
様
乞
荷
斗
に
1
？ざノ
7
h
J引す

る
、
」
と
が
で
、
さ
る
者
も
尻
、
れ
る
よ
う
に
は
、
二
了
、
｝
心
点
を
従
え
、
続
出
rL
付
さ
れ
た
凶
世
？
の
有
無
や
配
置
す
は
、

此「…中心川
K
W立
に
つ

い
亡
の
寄
り
の
桜
度
が
反
ム
浮
き
れ
る
心
で
付
な
く
、
そ
の
出
品
C
7
1
う
テ
r
ン
ア
コ
ン
で
ブ
、
へ
の
影
響
け
が
反
ム
4
て
ふ
し
て
い
る

と

L
て
、
現
代
の
古
川
様
は
、
そ
の
丙
u
m
C
マ
l
う一一
J

J

ン
グ

r
ン
む
プ
予
の
所
在
を
反
し
て
い
る
と
考
え
る
見
解
一
で
あ
る

こ
の
見
解
は
、
問
所
支
ボ
般
へ
円
台
「
マ

l
ケ一ア
f
〆
グ
・
コ
／
利
一
O
T

ト
の
州
f
什
乞
友
不
寸
る
核
保
1
4
構
成
す
る
こ
Y

と
に
よ
り
、
現

代
の
企
業
渋
勤
の
ア
、
能
汚
即
し
た
商
際
心
掛
仇
砲
と
し
て
の
託
明
J

デ
可
能
に

F
る
も
、
U
土
い
う
と
と
や
か
ゼ
き
る
U

税
代
で
は

λ
ず
の
一
人

i

パ、

γ

よ
ノ
ソ
ト
な
R

／
で
も
ノ
ラ
イ
ベ

i
ト
プ
ラ
ン
ド
が
際
駆
的
に
u
t門
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
消
費
さ
に
伝
い
て
4
商
品
に

付
与
れ
た
商
標
が
必
ず

γ
b

裂
浩
ぃ
v
h
l

や
も
の
で
な
い
こ
ど
は
経
験
的
に
認
識
手
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
し
ど
だ
、
そ
の
商
僚
の
お

し
が
小
ず
山
一
附
が
製
造
業
苔
立
は
な
い
yu
し
て
も
、
消
費
者
ば
市
計
耐
川
ム
um
の
製
造
・
流
浅
・
版
売
の
過
程
て
、
そ
こ
が
笠
裟
州
市
役
訴
を
来

一
〕
て
、
与

jo
コ
C
仏
J
／
ノ
心
と
、

－

i
v
J
a
ο
i
’
t
i
 

》
て
い
る
と
思
わ
れ
る
υ

恒一心

イ
旦
裟
な
役
割
」
乙
い
つ
も
の
が
、
と
の
論
者
の
一
宇
勺

一
J
i
う一フ
f
シ
グ
・
「
I

ン
セ
プ
｝
の
一
昨
在
」
／
）
い
う
持
味
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
り
し
ノ
解
は
、
高
際
の
現
代
前
九
仙
川
は
慌
を
的
確
に
反
映

？
）
た
病
問
恥
内
山
I
J
H
J
去
市
中
絞
殺
の
川
耐
え
万
で
あ
る
と
汗
悦
ず
る
、
」
ζ

が
で
き
る
〆
｝
考
、
凡
る
U

山
山
～
市
川
支
汀
機
能
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A
代
ゼ
は
人
F
L
r

長
の
が
i

会
的
支
任
が
説
く
三
品
叫
附
さ
れ
る
よ
、
円
い
な
り
、

一
つ
の
不
祥
事
で
ミ
れ
ま

い
て
き
ん
た
ー
会
的
信
用
吹
一
縦

っ
て
い
一
ノ
た
企
業
生
少
な
く
な
v

商
品
＼
の
消
受
請
の
批
判
は
、

布
川
口
山
仁
付
さ
れ
て
い
る
有
機

布
川
棋
の
出
所
長
｛
小
機
誌
か
ら
、

を
持
つ
ん
わ
業
へ
こ
川
か
う
。
合
去
の
社
会
的
支
任

（
（
話
回
（
）
C
3
v
c
g
F
q
F
C
2乙
司
令

3
X
5
2
r
子コニ

ば
、
近
ギ
こ
く
に
強
く
意
訟
さ

れ
る
払
う
に
立
っ
て
お
り
、
人
／
後
も
叶
叫
一
様
の
事
件
が
起
、
J

♂
れ
ば
、
り
じ
く
企
業
t

山
こ
こ
に
は
ぞ
絞
に
か
か
わ
る
波
命
的
な
お
尖
中
絞
る

二
乙
が
下
相
t
J
パ
れ
る
口
こ
一
り
よ
う
な
こ
ζ

は
、
企
業
宇
、
務
に
議
わ
る
rい
計
場
の
お
か
よ
り
紋
此
い
に
rmh
じ
取
っ
て
お
れ
、
一
作
条
は
、
＋
間
際

を

つ
の
荷
L
m
e

役
務
に
係
る
口
問
高
知
識
別
の
た
め

は
た
く

恥
作
業
そ
の
も
の
が
消
費
者
に
汁
し

責
任
乞
お
h

つ

の
も
の
」
と

L
C機
能
さ
せ

刀
、
消
哲
（
サ
引
か
、
り
す
れ
ば
、
令
指
市
に
対
1

ヨh
同
午
を
A
h
求
ず
る
た
い
J

の
も
の
」

と
し
て
機
能
す
る
も
の
と
し
て
珂
解
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

世ぃ
4

る

（
乱
丈
、
マ
一
と
L
て

は
一
山
川
川
二
只
粁
検
能

古1
ゆ
ιジ〉

ペヲ
甘
や
rn 
J而？士
「令。h：： 
),I, '(cj 

R干す
存立
f持｛こ
l cコ
たicj正

日誌 ( 
it c 
＂・＇こい機

プ
ラ
〆
、
1
同
様
は
、
企
業
の

出尽ν〉成能と Jての安，，.，.，旬、，，，機首 f二宅；

」
少
」
～
L

ニ
ノ
出
所
責
任
終
世
と
は
「
尚
標
権
有

（
又
は
商
標
使
用
権
者
）
が
信
用
乞
却
ね
す
る
た
め
の
宣
伝
の
所
々
を
然
抗
的
に
明
記
し
た
川
叫

表
ボ
及
べ
U
U
川一穴山山一前ーとも中
f
崎
に

b
n
u
y
E
r
k－
の
り
、
さ
、
り
に
は
商
照
権
者
（
又
は
内
相
村
山
使
用
権
者
）

の
社
会
的
に
立
義
の
あ
勺
必
在
、
子
ν
て
工
山
安
売
1

（消費者、一

か

円u

却l
うミ

才L

・cc 

"'' 「
令

機
材E

ーと の
あれ
る出

さ：＼＇，
れ 7士了
るどu等
ι を
〆今

'( ! 

五で
み
芳之

」
の
見
解
は
、
前
者
の
い
そ
「
主
任
」

の
ロ
弘
味
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
C
い
き
い
z人
め
、
山
一
的
安
小
山
総
院
と
の
道
い
が
ー
で
k

ま
で

あ
る
の
か
f

、
明
催
で
あ
る
？
刀
、
間
一
仰
を
ぷ
ポ
ず
る
、
：
」
に
安
江
が
伴
ζ

こ
こ
を
指
折
し
、
商
僚
の
機
誌
を
消
費
者
の
げ
場
町
一
中
州
市

ー
）
て
構
成
す
る
ヨ
と
、
消
費
者
一
市
慌
の
近
刊
の
傾
向
を
反
映

γ
る
も
の
で
あ
る
こ

γつ
こ
と
が
で
き
る
」

三
完
全
性
保
祉
絞
殺

九
八
ハ
ノ
」
寸
hi川
以
降
、
企
業
は
J
L
I

際
競
争
力
を
高
め
る
ー
γ

め
に
は
一
ァ
ラ
／
ト
制
値
i
が
も
高
め
る
こ
ζ

が
必
官
門
戸
一
こ
さ
れ
、

一「－
1
1

ポ
レ
！
？
・
ア
J

デ
ン
ア
ノ
ア
ノ
一
し
し
呼
ば
れ
る
企
業
許
主

む
と
止
に
、
市
出
の
，
U
4
1
夜
何
々
、
ァ
口
ダ
L
7

・
ブ
ヲ
〆
ト
）
品

11；~ J、y王子： CiO il 1U9i !JS c20;1), て
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の
前
回
い
（
コ
y
J中
ν
ー
ト
・
プ
フ
〉
ド
）
を
桧
秘
的
い
展
開
し
、
商
品
の
ア
ピ
ー
ル
こ
と
ち
に
肉
一
一
の

7
一

認
知
乏
を
古
川
町
る
努
ぃ
心
を
し
て
ふ
／
↓
t
f
υ

ま
た
、
時
刻
を
司
1
V

く
し
て
、
消
費
面
ど
ん
い
設
の
関
係
も
法
的
に
は
大
き
な
牝
換
剛
山
を
剤
、
え
て

円以
γ

い
た
ロ
製
造
物
主
粁
に
対
－
j
司
令
関
心
は
首
一
々
高
ま
れ
、
げ
法
ρ

げ
わ
い
の
以
き
が
現
実
的
に
な
っ
て
い
う
亡
の
う
ち
こ
の
持
切
で
あ
る
つ
商
品
を

外

グ
レ

1
7
7
J
走

ι

J

U

F

h

l

 

も
n判

日
一
戸
心
す
る
者
は
、

そ
の
帥
ふ
に
つ
い
ご
安
全
的
を
確
保

L
て
お
く
べ
き
、

と
J

う
村
会
的
規
範
は
す
で
｛
山
形
成
さ
れ
て
い
た
；
い
う
こ

／
）
が
で
き
る
n

消
費
者
が
叫
ん
隊
に
手
に
す
J

る
持
ふ
は
、

製
注
者
側
r
A
U
刊
賀
や
安
全
性
に
つ
き
倹
査
を

L
た
ト
で
出
苅
し
マ
、
い
γ
Q
も
の
T
〕

閉
山
侍
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
企
業
以
高
知
の
安
全
性
に
汁
し
て
ム
7

ま
で
以
一
の
i

八
万
な
配
意
を

F
y
r
一
と
を
古
殺
す
る
よ
う
に
な
っ

也
方
n
じ
、
い
ヨ
わ
ゆ
る
一
日
〔
ブ
一
フ
〆
ト
一
前
門
店
の
流
行
な
ど
と
お
い
ま
っ
て
、
前
－
慌
の
う
J
L
Y

〆
ス
』
叫
ん
ギ
に
よ
る
，
U
品
川
肌
売
が
一
般
消

費
者
に
も
広
く
い
は
透
し
、
日
開
u
山
に
付
手
れ
て
い
る
商
標
と
実
際
心
製
造
醤
が
必
ず
し
も
一
叉
し
に
い
こ
と

b
、
周
知
さ
れ
る
よ
う
に

A
l
h

コ
F

P
己
す
す

7

時
に
浩
一
品
目
い
す
は

そ
の
青
山
u
m

二
一
己
マ
ー
ク
）
か
利
さ
れ
て
い
る
こ
と
L

Z

L

＼
内
偵
を
見
出
「
こ
ど
も
少
な
く
と

し

に
だ
、
こ
の
よ
う
た
場
公
立
も
、
山
一
円
枠
u
i
た
い
あ
く
ま
で
也
、

f
の
去
小
さ
れ
て
い
る
商
貯
の
肉
様
株
主
が
、
流
通
の

i
流
に
あ
っ

て
い
ゐ
も
の

2
忠
わ
れ
る
こ
こ
で

て
、
そ
の
フ

f
旬、／

J
iが
凶
円
山
中
段
売
す
る
際
に
、

一
む
の
闘
に
J

を
し
て
い
る
こ

し
い
う
期
待
の
中
に
は
、
出
品
の
が
状
’

u
m
皆目、．

Jt全
性
に
対

F
Q最
終
的
な
ふ
二
ソ
ケ
を
、

ソ
イ
セ
シ
小
ー
が
何
つ
か
の

で
あ
ろ
う
と
い
う
期
待
も
山

ブ
イ
セ
シ
ス
テ
す
る
こ
と
か
と
き
る
附
僚
と
い
た
ノ
の
は
、
通
常
モ
れ
な
い
り
の
浦
知
性

を
右
い
す
る
商
標
で
あ
り

そ
の

JNn山
に
対
ず
る
消
費
省
の
が
出
は
制
限
の
指
し
不

む
の
顧
客
吸
引

H
H
J
W
宿
し
て
い
る
〉
マ
リ
J
J
て、

すJ
山μ
所
に
蓄
積
さ
れ
て
い
く
。
」
れ
y
し
河
と
よ
う
に
、
出
品
の
品
質
、
安
全
性
に
疑
問

hhvi生
じ
る
も
で
フ
仕
こ

いコ伏、、

p
f

り
非
嫡
は
布
同
僚
の
指
し
不
「
出
所
へ
と
い
向
か
う
の
で
あ
る

h
f
h
、
高
際
を
去
不
一
9
る
剛
山
J

き
で
り
山
山
由
民
者
の
町
山
仕
い
い
げ
ピ
は
［
弘
、
え
る
で
ふ
力
h
M

J
Z
7
1勺、、

刈
川
標
を
一
ノ
イ
ヤ
ン
ス
す
Q
山
川
台
に
お
い
て
も
、

3
1
d、
ラ
イ
セ
ン
サ
は
ラ
イ
セ
「
レ

i
に
対
し
、
品
質
仮
持
条
尽
な

と
を
設
行
、
商
店
併
の

rn川
川
古
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
細
心

二
〔
ノ

t
一〕

、
、
／
d

c

さ
れ
て
い
る
の
は
、
、
一
心
、
」
と

ρ店I;1去半：1iii) 1; CJO) ]JO [201つ百J

つ
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宮
、
前
回

wrT仇
小
す
る
倒
p

消
音

r制
と
の
筒
標
を
介
、
以
去
思
惑
、
期
待
の
ー
父
諸
に
よ
り
、
わ
い
i

九
目
的
事
実
と
し
亡
、
制
一
結
合
表
一
が
ど
、

石
は
そ
の
有
u
川
の
一
女
全
性
格
保
に
つ
じ
よ
H
粁
を
負
う
と
い
う
主
味
で
の
立
川
襟
の
「
小
石
全
性
保
証
機
読
」
が
形
戎
さ
れ
た
ヒ
い
え
る
の

で
は
な
い

の
要
素
に
は
、
円
昨
日
H

心
同

性
へ
の
信
頼
以
外
に
も
、
ム
叫
nm
心
一
女
九
件
倦

荷
阿
川
か
ら
消
費
者
が
抱
く
「
信
頼
」

保
に
山
刈
Lq
る
れ
版
も
存
在
し
て
お
り
、
尚
μ

叫
に
高
検
JY表
不

γ
｝
白
布
は
、
出
向
究
者
け
信
頼
を
勝
ち
ね
る
べ
く
、
一
品
質
の
日
竹
内
似
副

に
ロ
れ
で
は
n

＼
当
然
、
－
出
f

叫
心
宏
九
件
の
確
似
に
つ
い
て
も
努
力
を
重
ね
て
き
た
り
で
あ
る
。

州問
v
士
通
じ
た
荷
僚
を
表
不
ず
る
側
と
消
費
占
側
、
こ
の
一
「
て
ミ
ム
一
一
ウ
l
シ
ョ
J

に
よ
り
、
安
全
吋
確
切
に
よ
る
社
会
的
イ
〆
令

ン
テ
ノ
ブ
と
札
余
む
サ
ン
ク
〉
ョ
J

げ
か
ヨ
じ
、
札
余
的
事
実
力
ー
安
～
性
保
証
機
能

が
形
成
さ
れ
C
レ
七
二
と
は
、
F

川
法
の
製
造
物

責
任
の
責
仁
王
わ
い
の
根
拠
識
と
し
て
、

信
仙
加
古
れ
L

一
を
ヂ
げ
る
争
く
ジ
活
者
が
お
一
納
L
r～、

泊
費
高
の
古
川
場
へ
の
信
頼

の
一
孔
切
の

出尽ν〉成能と Jての安，，，，，，旬、，，，機首 f二宅；

中
」
も
見
山
す
ご
と
が

こ
の
安
主
性
ロ
ポ
訳
出
可
能
に
よ
旬
、
商
標
J

ど
表
r
や
す
る
者
は
、
去
の
古
川
口
出
が
流
店
ド
ヲ
る
v
削
に
安
ん
性
ピ

検
査
す
べ
き
立
ぬ
に
あ
る
と
人
な
六
、
れ
、

Lr
八
ぬ
製
品
を
流
通
さ
せ
る
一
」
と
は
、
こ
心
安
全
N
U
検
査
を
な
汁
た
こ
と
に
基
づ
き
、
危
険
1

む

牛
仕

ν
什｝

f
J

め
亡
と
計
利
す
る
こ
と
が
で
き
る
む
話
述
心
製
造
吻
主
任
に
お
け
る
友
否
袋
店
主
若
い
が
互
作
、
上
体
と
さ
れ
る
桜
拠
読
で
め
っ

z
l
h

「
危
険
宣
伴
」
も
、

こ
の
よ
ろ
な
凡
脈
に
よ
コ
て
州
め
て
問
解
が
で
き
る
J

、υ
の
と
な
る
じ
そ
し
て
、

以
卜
の
や
ん
目
的
事
実
の
有
存
は
、

製
造
物
頁
刊
が
各
凶
で
法
制
化
さ
れ
る
頃
に
は
す
で
に
存
在
、
ν
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
名
川
の
製
造
物
頁
h
円
決
で
も
同
樗
j

主
叉
ハ
？
し
た
よ
布

子
責
任
土
外
ζ

さ
れ
て
い
る
こ
考
ズ
ら
れ
る
の

以
ー
の
ご
乙
は

マ
ヲ
ケ
フ
ィ
／

7
・
ゴ
〆
セ
ァ
ト
論
こ
出
所
責
任
機
能
の
説
明
〈
ち
整
合
？
る
つ
す
な
わ
ち
、
出
品
を
史
浩
版
記

ず
る
に
ム
コ
γ
了
〈
、
ど
り
泌
擦
を
表
4
す
る
か
は
γ
l
ケ
可
イ
ン
ク
・
「
一
ン
セ
プ
｝
に
ふ
っ
て
決
定
さ
れ
、
多
数
の
事
来
者
が
布
川
刊
の

日
一
去
に
か
一
引
わ
っ
て
い
る
場
介
は
、
再
開
U

を
よ
こ
小
L
ん
ヘ
事
業
者
が
刻
れ
的
に
は
マ

1
ケ
吋
ィ
ン
ゲ
・
コ
ン
セ
ブ

i

一川｝

応
る
と
判
断
、
メ
れ
る
G

H

｝
心
友
一
ボ
さ
れ
る
マ
！
？
（
づ
／
ン
グ
。

1

〆
ド
フ
ド
ー
の
決
定
者
；
一
之
、
平
山
J
A

ヱH
P
T
V
担
う
べ
き
主
体
で
忠

I＇~ J、y王子： CiO !l 11; l工1:20;1), て
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消
費
者
は
」
の
暑
が
商
品
心
安
全
仕
を
保
討
、
二
L

い
る
4
の
と
日
山
知
「
る
の
で
あ
る
ご
の

4
つ
い
、
消
費
者
保
護
主
絞
と
い
う

近
刊
の
μ
仙
台
以
h
hふ
く
湘
消
山
、
二
柑
偲
の
現
代
的
z日
法
桜
花
を
考
え
る
と
、
＋
内
隙
の
機
花

rl
）
て
安
九
件
保
計
険
法
げ
が
ω

任
在
し
て
い
る
と
ζ

も
n判

を
V
4
山
め
る
戸
一
ζ

が
で
き
ょ
う

安
九
件
保
副
終
花
心
内
容
と
法
的
ー
い
包
つ
け

ー
）
火
全
性
に
っ
と
、

凶
疋
m
C
伐
能
と
し
て
正
唱
え
世
保
正
機
能
の
J
、
一
容
一
乞
み
る
に
当
た
っ
て
は
、

高
戸
市
の
安
全
洋
一
と
い
う

に
つ
レ
て
的
、

－
U

乞
す
る
必
安
が
あ
る

こ
れ
は

大
き
く
分
け
て

一
円
ノ
に
類
別
す
る
こ
と
？
で
き
る
の
で
は
な
い
た
？
っ
》

一
つ
は
丙
μ
川
平
一
の
も
の
が
み
や
米
的
に
備
え
て
お
く
べ
き
t

｛
久
八
十
件
1
ぐ
い
斗
む
昧
で
「
基
本
的
安
人
l

件
と
言
え
る
も
の
て
あ
る
へ
こ
の

主
事
的
安
〈
i
性
は
、
設
1
川
段
mmご
す
で
に
安
全
性
対
策
に
問
題
が
J

の
り
、

そ
の
設
計
局
り
に
川
氏
造
さ
れ
て
も
企
庁
戸
危
段
判
い
を
有
す
る
製

円
山
と
な
っ
て
し
ま
っ
、
も
の
と
、

設
計
上
は
安
全
牲
に
問
題
は
な
い
が
、

民
泊
i
tーに
h
m

け
る
ミ
ス
泣
？
っ
て
製
品
〕
円
安
全
性
が
欠
如
｛
三
一
も

の
い
デ
で
き
て
い
士
ニ
J

L

い
わ
ゆ
る
「
不
良
品

の
引
ム
ロ
が
あ
る
v

い
ず
れ
に
、
〕
亡
、
色
、
」
の
法
ぶ
的
安
全
け
は
、
食
品
で
あ
れ
ば
、
そ
れ

を
食
べ
た
人
的
健
い
H
m
J
乞
L
t
r
る
よ
う
な
ー
も
の
で
な
い
こ
と
、
肉
化
裂
um
で
あ
れ
ば
、
刑
制
定
h
v
t
山
裂
な
l

一

さ
ム
な
い
」
と
！
な
と

類
、
や
ア
今
七
ぷ
リ
リ
？
で
あ
れ
ば
、
品
目
川

L
L｝
擦
に
’
へ
の
肌
な
い
〆
に
炎
京
M
Y
を
引
き
起
」
す
ょ
っ
な
戸
」
乙
が
江
い
こ
と
な
ど
、
そ
の
商
品

が
吋
一
高
の
戸
同
人
止
に
そ
っ
て
快
尽
さ
れ
る
に
当
た
》
て
円
ハ
備
｝
ノ
て

三
矢
作
で
あ
る
υ

も
う
一
つ
は
、
そ
の
説
f

叫
心
使
用
、
保
管

に
ψ
f
h
l

コ
て
危
険
を
や
じ
ケ
し
め
る
お
目
ず
れ
の
zめ
る
取
り
扱
い
品
川
報
な
こ
を

刊
仕
」
供
し
て
お
く
べ
き
と
け
う
意
味
で
一
付
随
的
安
全
性
ー

ζ

一
一
コ
一
ス
る
も
の
で
為
る
。
操
作
り
後
誌
な
工
兵
z
ぜ
取
倣
説
明
者
な
し

さ
せ
れ
ば
、
と
と
え
そ
の
九
一
リ
仏
M
r
基
本
前
安
全
注
を
什
唱
え
た
も
の
で
あ
っ
と
も
、
消
費
者
か
実
際

ι侵
出
す
る
際
に
門
引
作
ん
↑
法
古

ρ店I;1去半：1iii) 1; C)2) 112 [201つ百J

fぇ



羽ペリ肋れノ、

匂
行
険
が
行
じ
た
と
い
う
場
ん
け
に
は
、

へ
の
刊
一

H

そ
の
商
品
は
安
全
性
が
詑
保
さ
れ
て
い
な
か
コ
斗
へ
と
い
訂
罰
さ
れ
る
r

U

恥
本
的
安
全
性
に
つ
い
て
は
、

い
か
な
る
持
品
に
お
い
て
4
必
ず
｛
ほ
の
氷
洋
！
？
4
っ
て
要
ぶ
さ
れ
る
J
M
m
り
と
あ
る
n

ご
れ
に
対
L
、

い
竹
問
的
安
ん
性
は
、
利
可
者
心
持
ぃ
件
に
応
じ
て
中
メ
ボ
さ
れ
る
ぷ
刊
も
山
共
立
る
υ

院
療
巾
け
H
パ
の
よ
う
な
山
J

門
的

μ注
に
特
化
L
た
製
品
に
、

般
旧
安
者
に
も
d
u唱
で
き
る
よ
、
勺
な
ア
品
川
川
圭
を
付
属
さ
せ
る
J

と
ま
で
は
安
求
ヘ
r

れ
な
い
。
こ
ご
で
い
う
水
準
と
は
、
そ
の
日
丹
市
の

安
品
性
暴
却
を
怠
味
一
f
J

る
が
、
こ
札
は
尚
氏
京
市
ご
乙
に
行
政
法
的
規
市
や
業
界
刊
体
げ
い
よ
る
ヨ
主
規
制
川
に
仇
り
数
値
化
さ
れ
て
川
る

一日

湯
合
が
あ
る
c

し
か
し
、
商
僚
の
機
能
と
し
と
の
安
ん
性
保
証
機
能
の
コ
ン
一
ブ
ク
ス
二
l

↑
取
り
ニ
げ
る
べ
き
安
全
性
基
位
と
は
、
あ
く

主
て
も
寵
何
？
を
r
i
不
し
て
，
U
Jを
流
通
さ
せ
る
側
と
市
山
4
2
隊
入
L
引
用
す
る
拙
い
と
の
阪
で
宇
%
と
設
、
打
ら
れ
る
規
約
と

L
C
C安
全

性
早

vtで
あ
る
υ

市
問
機
伎
川
者
側
は
利
用
蓄
が
白
ん
で
い
る
小
九
九
性
基
（
1

ピ
JA
ヴ
自
白
し

ー
ヴ
ベ
内
マ
リ
ル
九
千
戸
γ
一ゾ「ミ一
r
I
L

、

1
2
i
J
I－
－

／

一

で
み
バ
る
m庁
、
竹
心
水

出尽ν〉成能と Jての安，，，，，，旬、，，，機首 f二宅；

っ
て
安
全
性
熟
準
ど
設
心
し
、
利
刑
者
p
も
そ
れ
や
（
信
頼
L
て
古
川
口
出
を
購
入
計
る
の
で
あ
る

ー
）
保
証
慨
念
に
つ
い
て

4
丸
山

な
へ
十
件
涼
一
部
機
能
に
い
人
ノ
「
似
此
」
執
念
で
あ
る
が

こ
れ
は
日
間
主
保
所
絞
舵
と
同
除
、

保一止

と
い
J

て
も
、

友
人
工
仕

を
消
膏
主
に
一
対
L
E法
作
上
保
証
、
ν
て
い
る
と
L
P
？
も
の
で
は
な
い
「
L
d
J

伝
y
h
V
L
旬
、
消
費
者
は
安
ん
性
い
欠
陥
の
あ
勺
凶
ロ
聞
を
時
人
さ

せ
つ
れ
た
と
ヲ
〆
て
旬
、
℃
、
ぞ
の
こ
と
の
み
在
も
っ
て
尚
楳
使
ョ
若
ピ
船
主
ι

陥
没
快
り
の
決
問
責
伴
を
，
え
及
ト
ー
る
こ
と
は

ま

安
九
件
を
探
保
で
き
仕
か
う
す
九
場
人
の
U
T
J
J
ケ
シ
ョ
ン
と
し
て
盆
録
商
岡
市
の
以
消
し
な
ど
を
乏
の
た
＋
問
機
法
の
川
胤

PTち
行
J
F
J
一ない」

た
だ
、
有
標
1

十
日
卜
法
的
支
行
甘
や
一
氾
J
K
で
き
な
い
と
は
い

1
、
｛
安
人
性
に
間
垣
の
あ
る
一
伯
H

山
を
川
ム
迭
し
流
越
さ
ぜ
た
の
で
あ
れ
ば
、
人
止
で

れ
は
消
女
計

J

た
ζ

の
討
慨
は
遅
行
ら
れ
ず
、
な
お
、
法
的
以
分
析
の
対
象
ζ

な
る
と
考
え
る
u

治
資
者
間
設
で
は
、

の
恥
浩
司
什
ー
～
有
市
戸
、
け
を
山
一
mA刈
す
る
の
で
は
な
く
、
一
渋
谷
l

旧
安
省
内

J
む
の
札
口
」

一
段
主
ー

／）い
h

つ
怨
円
か
ら

に
は
雫
ら
は
い
消
雪
h

者

こ
、
エ
ド
」
消
習
者
消
火
台
、
γ

ら
は
、
一
卒
業
者
と
の
以
引
に
さ
レ
し
て
成
川
サ
ー
ビ
ス
の

の
検
討
も
必
山
吉
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら

11；~ J、y王子： CiO il l今九ll：つ :20;1)' て
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一
収
引
条
件
や
玖
引
方
法
に
つ
い
て
消
費
ー
が
も
っ
合
理
的
な
期
待
と
辺
五
と
の
阿
に
不
相
J
J
ゴ
不

一川J

設
が
あ
ゐ
状
濯
を
い
う
c

損
宅

〕
げ
仏

J
C
J
h
υ
m
l
J
r

「
川
内
市
？
と
を
被
っ
た
場
合
、

被
d
十
什
M

収
済
の
た
め
に
消
費
五
に
何
ら
か
の
請
求
時
刊
の
一

2Jな
保
利
が
な
ι4J
ず
る
w

一J
、
は
通
常

川

「
被
害
」
段
階
ミ
あ
っ
て
も
投
ん
で
く
る
場
合
が
あ
る
。
そ
の
回
、
明
的
な
も
の
か
、

も
n判

t
、
、
：
、

γ

じ
山
ナ
サ
i
l
v
v
b

公
正
、
的
仕
掛
川
川
は
、
」
心

消
費
羽
生
活

用
製
r
一川安
A

川
け
川
一
や
食
品
衛
生
法
に
お
日
｝
白
リ

1
i
ル
剖
皮
な
ど
で
あ
る
n

ホふー～一、

み
の
池
に
も
消
費
者
－
川
け
党
比
と
日
時
に
協
一
わ
さ
れ

た
消
費
者
安
ん
込
山
は
、
ー
泊
安
安
全
糾
い
t

、」
I
Jつ
析
し
い
概
念
を
設
円
、
旧
安
者
の
安
全
確
阪
の
ん
J

め
の
い
く
つ
か
の
治
問
を
一
時
じ
て

L 
ノふ

り

P

F

一

サ

j

J

J
ト

」
、
で
し
は
こ
の
よ
う
は
製
4

記
者
に
汁
す
る
公
法

rJな
山
札
制
と
は
別
に

訪
問
γ
γ
I
h
r中
1
3
y
h
H
V
P
L

と
の
町
民
係
で
h

一
の
消
費
者
被
害

Jr考
え
る
必
史
が
あ
る
ー

安へ
l

昨
日
円
山
一
叶
機
能
は

出
炉
市
川
悦
用
持
が
丙
僚
を
〔
仏
不
し
て
一
叫
泌
さ
せ
h

一
製
品
に
つ
い
て
は

出
費
高
は
を
の
商
悼
む
出
惜
し
叫
す
山
一
リ

山
知
、
ぞ
れ
製
品
の
安
主
性
ど
侍
訴
し
く
い
る
で
の
ろ
う
2
間
待
し
と
い
る
J

こ
む
切
符
一
一
長

m，
る
結
果
、
別
ち
出
費
者
投
岩
を
引
き
出

こ
し
ー
に
こ
と
へ
の
制
裁
は
、
保
証
核
保
と
一
り
悶
以
い
て
は

ブ
亡
、
制
佐
」
り
は
凡
下
に
他
な
、
り
な
い
個
別
共
体
的
な
於
心
苦
手
が
出
的

LGm体
一
此
に
よ
れ
放
＋
治
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

こ
の
保
市
機
胞
に
よ
る
ア
ラ
シ
K

情
位
の
目
、
下
JVι

何
時
村
山
す
る
「
め
、

合
格
京
は
よ
り
縫

実
右
安
ル
対
策
乞
と
る
；
ろ
に
努
力
を
す
る
の
で
あ
一
り
、
ネ
の
結
弘
、
消
去
主
般
の
安
全
が
一
J
、
つ
れ
る
と
い
っ
悶
係
に
あ
る
c

商仙怖

を
表
一
小
「
る
い
止
は
法
的
に
も
一
任
を
追
及
さ
れ
な
い
と
J

て
も
、
こ
の
消
費
ア
ー
の
H
V
一
剰
な
裏
切
る
」
と
ば
で
き
な
い
の
で
あ
る
（

子、
ν
て、

こ
の
よ
う
な
説
保
守
点
↓
I

小
す
匂
倒
ζ

消
費
諮
問
の
刊
に
信
頼
関
係
が
形
成
さ
れ
る
ζ

、
前
述
の
ヌ
全
性
差
刊
し
キ
つ
の
お
傑
乙
し
た

尚
一
仰
を
衣
ボ
す
る
討
は
そ
の
柑
u
川
心
安
全
悦
を
確
保
し
、
消
費
有
被
害
を
防
ゴ
ず
べ
き
と
い
っ
社
会
的
胤
純
が
点
リ
す
る
。
企
業

に
こ
っ
て
こ
の
民
組
合
遵
守
す
る
こ
〉
〕
は
コ
ス
ト
の
か
か
る
こ
と
だ
が
、
、
」
の
－
々
全
性
げ
い
い
刊
す
る
」
リ
八
ト
は
悦
情
に
も
松
戸
休
一
可
能
で
あ

り
、
伝
一
北
体
引
も
ん
同
め
f
安
全
判
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
引
門
円
k
l
P
4
4
じ
て
八
FAm
7
ング

7
リ
／
グ
＼
す
Q

こ
と
に
よ
り
、
光
分
な

P
A

リ
ゾ
ヘ
i

が
得
ら
れ
る
こ
、
こ
か
ら

’すん

1
保
訓
機
能
に
い
う

」
心
社
会
的
刻
銘
は
広
く
走
行
人
れ
ら
れ
C
い
る
2
革
、
え
ら
、
れ

'" l本
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ー保一両
L

と
は
、

ま
さ
に
こ
の
社
会
的
規
範
な
十
削
除
を
表
示
し
た
ー
が
近

1
〕
て
い
る
ヤ

て
い
る
！
に
い

な
お
、
有
限
法

条
は
「
尚
一
保
や
一
保
護
す
る
こ
と
に
目
、
何
回
い
の
便
尽
を
す
る
起
の
会
務
！
の
信
氏
の
緋
汀
を
川
内
1
j

、
も
っ
て
一
昨
業

の
パ
ミ
惑
に
宰
ラ
L
、
あ
？
わ
い
中
て
』
円
安
む
旬
の
利
益
を
保
護
す
る
こ
乙
を
は
け
的
乙
ず
る
こ
視
に
し
に
お
り
、
泊
肝
怖
が
公
益
的
汁
的
を
沿
い

L
て
い
る
こ
与
を
何
事
寸
こ
2
が
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
治
資
者
被
害
心
防
J
U
4
い
う
z

功
皆
川
に
公
泣
的
な
役
訟
を
果
た
す
泌
際
の
こ
の
絞

能
は
、
＋
間
際
法
ー
も
似
議
に
値
一
α
J

る
と
考
え
ら
れ
る
日
吉
」
ひ
ら
、
高
際
を
渋
川
一
G
J

る
者
心
安
A
L

糾
成
似
体
義
務
あ
る
い
は
安
九
竹
管
4
州諸

と
い
う
形
で
倹
討
を
す
る
余
地
は
あ
る
と
考
、
え
ら
れ
る
か
、
、
一
の
凸
d

に
つ
い
と
は
、
出
布
、
会
を
改
め
て
快
討
し
た
し
。

4 

丙
片
山
は
に
お
け
る
安
全
性
保
一
叶
機
能
と
似
の
機
能
1
3
k

心
比
絞

出尽ν〉成能と Jての安，，，，，，旬、，，，機首 f二宅；

；~ 

出川正
ι
ム
不
機
能
、
品
質
伐
IJ機
能

広
血
打
出
川
能
と
い
う
一
一
つ
の
機
能
が
み
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
す
て
に
触
れ
七
が

こ
こ
で
は
、
こ
れ
つ
の
終
的
配
と
安
〈
i
い
什
刊
紙
止
検
能
の
商
店
開
店
上
心
位
向
づ
け
に
お
け
る
相
還
に
つ
い
七
検
討
fJ
る
υ

交
ム
ihu保
市
絞
ζ

町、も、

E
Fリ
〉

〉

〕

一
都
内
砲
と
同
様
に
、
仏
れ
会
的
事
五
と
し
て
戸
わ
い
仇
さ
れ
て
き
た
と
い
ニ
J

占
～
お
い
て
共
通
す
る
も

の
で
あ
る
c

た
だ
、
一
一
れ
ま
で
の
桜
町
民
川
、
筒
標
ぬ
告
の
保
混
と
い
う
方
向
三
位
九
甲
山
7

し
て
き
ス
の
に
一
行
九
五
会
一
性
保
証
機
院
は
、
消

背
北
口
保
一
千
lh

の
方
向
か
ら
凶
椋
を
斜
、
ズ
る
市
り
で
形
成
さ
れ
し
き
た
ー
も
の
で
あ
る
と
い
ニ
J

遅
い
い
川
ず
あ
る
戸
こ
れ
は
、
従
町
、
か
り
の
一

関
ー
て
は
有
国
何
時
i

首
の
「
権
利
在
弘
堤
づ
け
る
機
誌
と
し
て
議
論
が
民
間
さ
れ
る
が
、
安
ん
性
保
一
J
機
誌
に
闘
し
て
は
科
同
僚
拾
が
一
の

け
る
機
桂
ぐ
い
う
形
芝
議
論
が
進
む
こ
t

予」幻

h
M性
心
泣
い
は
、

商
除
法
の
規
定
に
も
羽

う
て
い
く

れ
て
い
る
。
高
際
の
似
議
を
イ
的
ζ
4
0
J

る
高
際
法
に
b
い
ず
に
は
、
山
一
川
表
ぶ
絞
p

心
比
を
告
す
る
行
為
は
高
除
権
侵
害
一
的
山
〕

る
と
考
え
ら
れ
つ
、
お
り
、
此
R
「
持
叫
州
問
桁
け
紅
一
認
と
は
、
＋
円
同
町
け
指
し
rv
すけ川一昨
U
L罰
則
札
H
q
V
同
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
品
質
紘
一
北
桜
誌
に

ι久
木
〉
て
あ

へ
J
L
て
も
、

f

条
や
ー
コ
一
条
に
お
い
て
、
ニ
ー
れ
と
ぽ
守
一
3
？
に
併
す
る
こ
と
の
で
主
る
規
｛
王
、
ν設
行
ら
れ
て
レ
る
c

、
一
れ
に
対
し
、

11；~ J、y王子： CiO il 15! l'¥ c20;1), て
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安
九
件
保
一
市
機
能
に
閉
し
て
は
、
引
い
立
の
通
り
現
行
商
保
次
上
、

夜
長
こ
れ
に
触
れ
た
規
以
は
有
告
〆
て
い
な
L
じ
字
、
れ
ゆ
え
、
安
全

性
を
制
作
、
な
わ
せ
る
七
為
が
、

pd
際
柊
侵
害
と
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
安
全
M
U
を
喰
似
し
な
か
っ
た
利
保
係
省
の
存
似
一
山
際
日
取
り
消
さ

も
n判

れ
る
と
乙
も
な
い
J

し
か
し
、
日
一
昨
日
以
の
片
的
に
は
市
民
者
の
科
、
仕
保
護
も
ヘ
円
ま
れ
で
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
商
様
作
の
漣
旨
乙
山
本
令

性
保
一
品
機
詑
が
桓
容
れ
な
い
刈
係
に
あ
｝
白
と
い

川
述
心
河
一
り
、
次
全
性
阪
証
絞
殺
に
対
ー
す
る
胤

川叶～
J

拙い｝」
1
」

4

止
が
設
円
、
り
れ
る
h

一
こ
も
検
討
に
信
一
日
る
か
も
知
れ
注
い
U

ま
た
、
安
全
性
保
引
機
能
か
現
行
商
出
法
ニ
は
一
川
祝
さ
れ
た
存
pι
れ
で
↓
め
る
と
し
て
も
、
そ
の
後
総
保
護
に
つ
し
て
の
エ
ン

y
r
l
人
メ
〆
k
i

は
、
袋
、
し
物
責
司
法
に
よ
っ
て
性
心
機
能
よ
ち
よ
J
M
叫
わ
な
も
の
に
芯
っ
と
レ
る
一
こ
れ
は
、
安
全
性
保
証
機
能
川
hrE

円
七
心
｛
女
ハ
ー
と
い
う
祢
め
て
向
い
公
益
性
官
有
す
る
こ
と
に
～
在
国
す
る
へ
公
訴
性
と
い
う
い
円
、
て
は
、
品
質
u
r
d
M
機
能
も
ん
f

い
で
は
み
一
心
公

－
ぜ
ヴ
ム
V

し
か

L
、
各
極
的
費
者
法
M
l
y

に
よ
る
品
百
衣
J

小
規
制
は
、

u
m
貨
の

duιyh去
不
1f
い
う
点
γ
」
要
討
す
7

？
u

の
ご
あ
っ
て
、
口
山
J

～λ一
の
阿
佐
保
持
を
要
読
す
る
ほ
制
て
は
な
し

尚
伊
川
花
者
は
口
川
主
の
川

判ト
J
V
C

似
持
す
る

六
同
様
ぷ

義
務
は
な
い
と
考
子
つ
れ
て
い

じ
ー
の
よ
う
に
、
日
次
全
性
保
証
機
院
は
、
そ
の
形
成
渦
売
上
y

ん
ム
変
性
の
一
日
さ
の
屈
い
ピ
よ
り
、
仙
川

は
川
＋
パ
ー
ゴ
る
梓
い
言
吹
有
し

て
い
る
も
の

ζ
み
る
こ
と
が
で
き
る

C
4ち
ろ
ん
、
現
時
山
で
は
こ
の
よ
う
伝
相
述
、
予
認
め
ら
れ
た

ζ
L
Cも
、
出
樗
の
機
能
ば
怖
い

什八五的？し
hw之
内
リ
問
中
丸
請
を
3
～
け
て
変
遷
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
か
ら

今
f主

安
心
で
性
保
一
J

削
機
詑
乙
仙
の
機
誌
の
性
質
？
？
F
F
つ
け
が
近

議
し
た
も
の
乙
司
っ
て
い
く
こ
と
も
あ
れ
J
H
H
4
う
」
特
に
円
山
質
保

14機
先
へ
の
消
砦
い
F
A
自
の
期
待
は
ま
ず
ま
ず
大
き
く
な
う
て
い
ノ
ふ
よ
め

ろ
う

h
f
b
、
判
者
に
よ
り
多
く
の
共
通
性
が
J
J
ら
れ
る
一
d

う
に
な
る
も
の
こ
以
わ
れ
る
U

ρ店I;1去半：1iii) 1; C)ii) !Iii [201つ百J



四

判
明
札
一
辺
物
責
任
）
江
？
と
の
関
係

1 

製
造
物
士
長
打
法
王
F

阿
惚
の
宏
九
件
保
－
J
機
能

4

刊阿
U
U
綴
詑
ζ
｝
J

ず
に
の
安
全
判
伝
一
よ
終
1
1
は
、
同
委
者
紋
山
口
恥
川
tH
と
J

う
川
吋
佼
に
公
p

ハ
川
的
な
竹
町
民
を
の
す
Q

こ
と
か
ら
、
こ
心
機
能

に
つ
い
て
持
際
法
に
お
い
マ
、
議
論
一

yれ
ば
込
り
る
こ
い
弓
わ
け
で
は
な
い
口

刑
制
注
物
責
打
寸
法
で
は
、
友
不
製
造
業
者
と
し
と
出
叫
J

を
氏
似
し
た
者
に
波
造
物
責
つ
を
却
し
て
司
る

｛
一
法
二
条
一
布
、
口
勺
）
（
戸
一
れ

は
、
社
会
規
範
と
l
て
氏
？
Jv
し
L
い
た
寸
前
地
1
ピ
衣
不
ず
る
者
は
そ
の
夜
口
出
正
安
全
性
を
椛
保
1
、
消
費
者
被
害
を
防
止
す
べ
き
一
と

一
定
の
川
町
川
内
で
凶
ま
が
エ
ン
プ

f
l
ス
メ
ン
を
利
ソ
L
た
も
の
と
考
え
る
こ
1c
が
す
き
る

い
う
境
片
的
に
れ
L

ど
の
笥
同
し
し
は

出尽ν〉成能と Jての安，，，，，，旬、，，，機首 f二宅；

製
造
物
責
rh
山
は
ん
人
悩
製
品

q
U
1じヲ人

一
山
恒
常
こ
に

し
、
強
宝
口
2
償
請
求
心
ふ
刷
、
過
失
で
も
認
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
前
治

心
的
費
有

「
紋
i
一
H
」

「損ゴ［
p

ツ
」
い
川
ず

司〆＼

グ
｛
、
を
工
ン
ァ
ォ
l
ス
メ
ン
ト
し
た
’
も
の
で
は
な
い
、
一

一に日九、し

る
長
造
物
五
日
仏
U
F
ピ
商
仙
加
を
表
不
f
i
J
V
ゃ
に
桜
山
ザ
ば
、
佐
久
金
持
保
義
品
川
は
－
f
J
ソ
ォ
l
ス
メ
／
ト
5
れ
る
た
め
、
商
棋
の
安
λ
i
h
u
保

ι殺

人
紅
が
一
、
の
範
囲
に
お
い
て
法
的
に
保
認
J
C

れ
る
こ
と
と
仕
っ
た
r

こ
の
こ
と
は
、
凶
椋
古
他
人
に
一
ソ

f
山
一
ン
ス
す
る
場
合
な
と
に
、
尚

樗
権
ァ
ー
が
安
全
性
に
関
片

Jrる
以
拠
宇
一
九

Jえ
る
も
の
と
な
る
し
尚
岡
山
吉
一
安
小
↓
る
さ
は
こ
の
規
定
？
沿
っ
亡
、
同
費
者
被
害
防
ー
の
た

め
の
力
以
ケ
い
ζ

る
こ
亡
が
、
こ
れ
ま
で
以
卜
に
強
く
泊
費
者
か
ら
期
待
さ
れ
る
γ

て
つ
に
な
る
で
あ
ろ
う
υ

問
機
の
安
全
性
保
一
北
開
刊
誌
は
、

製
造
物
言
引
什
川
、
の
制
定
Hto
）
、
ご
れ
ま
で
以
卜
に
笠
公
な
機
誌
と

L
て
そ
の
役
割
を
果
た
す
ノ
こ
と
に
仕
る
ο

以
内
で
は
、
品
開
擦
の
安
全
性
保
一
J

削
機
能
に
茶
つ
い
て
表
不
製
注
業
者
の
摂
而
世
論
を
説
明
「
る
と
？
？
～
、

k
ヘ
ヱ
性
保
証
料
開
件
台
中
心

に
表
一
ボ
日
送
業
者
の
削
岩
山
正
物
責
任
中
考
え
に
ぬ
合
に
生
じ
る
従
来
の
解
釈
論
〆
｝
fJ
配
達
の
例
と

L
て
、
実
質
的
製
μ
J
業
者
三
割
古
川
y
b門

標
権
侵
母
子
門
市
開
に
お
、
げ
仁
川
る
陸
時
沼
山
有
の
叩
緊
迫
物
責
汗
に
〈
い
ご
検
討
す
る
－
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つ
ム4

一
一
円
勺
の
衣
小
…
w
γ
4
4
γ
、与す

c8 

表
示
品
川
れ
造
業
者
の
責
任
以
拠
論
に
関
L
て
、
従
来
心
議
論
が
有
僚
と
消
費
昔
の
阿
保
仁
つ
い
て
、
長
質
的
ヨ
説
明
を
L
i
Q
h

一
こ
な
く

も
n判

結
び
つ
け
て
い
た
こ
亡
は
、

す
と
に
批
判
し
た
J

、
三
」
と
は
、
な
ぜ
、
商
僚
を
点
不
し
ゃ
ー
一
者
が
、
t
沢
一
小
製
造
業
首
と
し
て
製
造
物
青
山
打

を
負
う
の
一
引
を
、
商
同
恨
の
安
全
判
紘
一
よ
終
u
切
に
長
っ
こ
に
一
説
明
を

TGn

ま
ず
、

一
一
号
前
段
の
一
ゴ
ら
i

一
製
訟
業
者
と
し
て
t

跨
擦
を
十
点
不
ず
る
場
合

r一は、

い
か
日
る
意
味
か
を
ほ
諒
一
G
J

る口

つ
ヨ
人
）

T
〕

ι
 

は
、
自
ら
の
立
恐
に
草
川
ず
つ
い
て
2
レ
有
志
味
で
、

一
プ
イ
ヒ
ご
人
契
約
に
某
づ
い
、
ご
治
人
が
凶
尽
を
使
用
L
C
し
る
場
ベ
円
は
、
商
問
ν
権
者

一7
r

七

J
H
l
」
が
一
世
ら

衣
ボ
し
こ
と
十
い
1
え
る
が
、
仙
川
人
か
勝
子
rL
庶
俸
を
表
不
し
た
場
合
な
と
は

J
け
ら

表
小
L
rと
は

い
え
な
い
製
造
業
者
レ
〈
は
、
同
条
同
一
収
号
よ

η
、
製
法
物
と
恭
し
し
し
こ
製
一
見
、
切
i
J人
は
輸
人
し
七
名
士
桁
す
υ

ー
奴
造
業
者

と
L
て
か
い
台
か
は
、
ω
凶
作
イ
デ
一
表
一
小
し
た
苔
の
、
土
劃
で
は
な
ノ
＼
表
一
公
I
J
C
外
劃
に
よ
ワ
て
引
制
さ
れ
る
た
め
、
出
苓
の
表
j

小
と
合
わ

せ
て
、
奴
造
業
者
で
あ
る
己
ド
の
料
、
口

m
c表
一
ボ
（
肩
書
誌
－

か
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
史
と
3
れ
戸
、
ぃ

」
の
り
汁
段
の
却
L
h
山内h

長
造
業
者
」
と
い
う
日
吉
き
と
ん
い
わ
せ
て
商
標
ー
ピ
表
不
す
る
と
い
う
表
小
熊
山
怖
か
ら
、
計
費
名
は
当
位
九
の
者
い
P

「
装
造
業
者
」
で

あ
る
と
認
誌
に
之
の
ア
口
市
J

安
全
川
悔
や
一
保
認
し
L

ぺ
こ
と
主
期
待
す
る
と
同
時
に
、
雨
椋
を
表
示
、
J

た
さ
い
お
い
亡
？
仏
、
そ
の
U
A
U
川
の
五

全
性
に
問
胞
が
ふ
あ
れ
ば

出
一
日
の
山
所
ふ
J

（
小
川
機
能
に
仇
り

そ
の
非
伐
は
円
分
の
方
へ
川
げ
ら
れ
る
こ
と
は
、
十
分
予
知

ν
て
い
る
の

で
、
汁
広
は
製
泣
業
者
／
7

v

J

I

L

4

問
闘
い
を
表
丁
小
、
J

た
話
を

J

け
に
玄
－
小
川
公
泣
素
材
と
し
て
製
造
物
巨
日
刊
の
昔
、
れ
体
／
一
し
た
河
川

C
y
u
考

製
造
物

E
汗
に
つ
い
て
そ
の
内
ー
斤
の
奴
造
に
持
与
し
た
者
の
う
ち
設
が
合
泊
三
G
J

る
か
を
、
あ
ら
刀
じ
吟
契
約
等
に
よ
h
内
部
的
に
決

め
て
お
く
こ
い
う
こ
と
が
よ
，

frわ
れ
て
お
り
、
そ
の
効
力
が
向
通
と
な
る
こ
こ
が
あ
る
が
、
こ
の
よ
ろ
立
刈
一
刻
的
な
μ人
約
の
効
力
は

叶
I
然
当
事
有
に
の
み
泣
い
山
に
す
ぎ
な
し

士千

に
よ
ち
制
沢
弘
収
六
年
を
仏
R
N
づ
い
、
と
と
な
r
J

て
し
て
も
、
そ
の
、
一
と
寸
乞
も
コ
て

ρ店I;1去半：1iii) 1; C)8) 118 [201つ百J



ρ
ら
に
そ
の
去
が
制
点
半
世
乍
ヘ
チ
ヤ
レ
乙
な
る
わ
け
で
）
も
な
い
、

一
世
ん
同
保
託
手
以
閣
は
契
約
に
よ
っ
て
パ
こ
る
J
U
の
さ
は
な
く
、

’MU
苛小山
I
l
 

は岬介、ニ

L
T消
費
μ
包
し
あ
わ
頼
関
係
に
よ
一
っ
て
牛
じ
る
ー
も
の
と
あ
る
た
め
、

内
部
的
な
ん
へ
約
関
係
に
よ
っ
こ
そ
の
義
務
の
消
長
が
ホ
心

さ
れ
る
件
刷
貝
の
J

も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
わ

市川口
ι
品
川
九
日
に
つ
い

γcjあ
る
が
、

制
p
j業
者
t

こ
誤
信
さ
れ
乙
こ
こ
が
宏
壮
い
と
ミ
れ
に
い
る
わ
円
で
は
守
＼

一山ハ一一川

二
一
戸
い
J
A
l

こ
こ

C
は

さ
止
る
よ
う
ぽ
外
校
」
を
表
－
小
し
た
こ
乙
九
日
有
件
と
は
っ
て
い
る
n

そ
れ
ゆ
え
、

ゼ
る
ー
か
h
J
h
r

に
つ
い
て
も
、
主
れ
T

引の位十一

様
か
ら
も
匂
袋
町
に
判
断
さ
、
れ
る
こ
と
に
な
る
じ
こ
の
規
む
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
班
解

F
y
r
一
と
か
で
き
る
で
丸
ろ
う
η

企
業

出尽ν〉成能と Jての安，，，，，，旬、，，，機首 f二宅；

に
と
、
ノ
て
商
品
に
商
標
を
表
不
ず
る
か
2

む
か
、
衣
川
中
ず
る
と
ず
れ
ば
ど
の
よ
う
な
店
法
を
と
の
よ
う
に
友
不
す
る
か
は
、

一
如
一

ノ
グ
校
時
心
開
腹
で
あ
る

f
れ
一
ゆ
え
、
商
悼
を
地
介
と
し
て
泊
費
者
に
ど
の
よ
う
な
イ
λ
！日ン
U
Y
Tえ
て
い
く
か
な
ど
は
充
分
に
考

慮
三
一
れ
て
い
る
v

そ
し
て
、
h

の
よ
う
た
考
慮
に
基
づ
い
て
商
品
に
製
造
業
者
を
連
悠
き
せ
る
よ
う
ほ
形
で
商
標
ど
表
ボ
す
る
と
い
う

一vl
ケ
テ
ぷ

こ
と
パ
問
、

LR外
的
に
ム
円
分
け
？
？

l
ケ
一
一
ノ
｛
ン
グ

J

ン
占
プ
ト
の
決
d

や
「
で
お
る
と
ト
ド
戸
川
ず
る
こ
と

」
の
よ
う
以
表
不

を
し
て
い
る
昌
二
安
全
性
保
証
義
務
中
」
説
レ
、
メ
の
商
品
、
U
欠
陥
？
っ
4
〕
二
川
伺
主
ー
一
三
付
し
て
UK造
物
ド
旦
日
仏
U
F
ピ
負
わ
せ
て
也
、
小
測
の

不
利
益
を
説
い
た
こ
と
に
は
な
つ
な
い
で
あ
ろ
う
乙
主
た
、
消
賢
ノ

7
3客
一
説
的

る
払
♂
J
4
7
U

官
民
小
を
Mmuれ刊は

そ
の
ア
J
M’
こ
の
尚
口
問
に
つ
い
て
の
安
ん
性
に
責
任
J

乞
色
マ
ノ
ア
↓
－
だ
と
認
識
J

期
待
ず
る
で
あ
？
「
一

ご
の
消
者
去
の
刻
何
年
長
切
れ
五

〈
γ
再
確
保
止
な
3

三
結
果
、
消
費
者
に
損
守
い
を
旬
、
え
亡
の
で
あ
れ
ば
、
を
の
茜
は
五
一
打
U
を
一
気
う
べ
き
で
あ
る
ー
長
え
ら
れ
る
つ
日
広
が
後

没
の
誤
認
衣
ボ
製
造
業
石
を
制
説
法
物
責
任
の
出
一
科
、
？
体
と
す
る
規
心
を
設
け
三
品
目
は
こ
二
f

J

め
る
乙
深
川
す
る
の
で
あ
る
つ

、
」
の
よ
う
日
起
旨
か
ら
は
、
製
造
業
者
で
あ
る
ヱ
巴
相
J

び
ヤ
る
よ
う
日
日
寺
寺
が
付
六
れ
て
ー
パ
司
令
場
合
は
も
ち
ろ
主
、
持
品
川
h

判
の

一5
4
Jき
も
な
く
拘
擦
が
表
ボ
犬
、
れ
て
い
｝
白
場
合
も
、
近
心
計
は
そ
の
引
所
表
ぶ
際

rfに
よ
り
、
消
中
安
者
は
そ
り
引
門
様
を
表
ボ

L
P～計九ザ削岩山

造
者
一
し
為
る
と
認
識
す
る

rめ
、
そ
の
者
に
安
全
主
確
保
一
日
戸
川
町
内
「
侍
す
る
こ
と
炉
ら
、

早
川
信
予
ザ
る
よ
〉
1
3
U

に
説
吋
」
ず
る
と
黒
わ
れ
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c8 

～」J
一、

円
j

；J
J

い
ヂ
れ
4
百四

良
川
一
で
は

つ
の
商
品
に
惚
欽
の
刷
一
仰
が
表
示
さ
れ
E
Lい
る
場
介
主
一
少
な
か
i

円一ず有ょ

P
Jて
お
り
、

恥一’つ、

さ
き
な
く
有
僚
が
衣
手
さ
れ
て
い
る

こ
の
も
で
フ
な
場
ム
ロ
は
、
巧
4
円
き
な
く
有
師
い
を
ぷ
示
L
h
γ
；
）
て
も
、

打
一
ふ
つ
H
h

「
州
一
以

も
n判

認
3
せ
る
よ
う
な
に
一
d

J

ず
る
t
y
u
に
は
仕
ら
ず
、
間
際
の
ぷ
ボ
き
れ
て
い
る
牧
筈
や
大
き
き
こ
い
つ
で
外
献
な
子
こ
か
ら
、
消
費
者

に
そ
の
清
か
マ

i
ウ

7
q
ン
グ
・
ゴ
ン
ト
ブ
ト
の
決
定
者
で
あ
｝
白
と
認
識
さ
1

亡
、
k
八
十
性
格
伝
へ
の
制
作
z
ぜ
や
じ
さ
セ
る
払
う
な
土
rr小

で
あ
つ
に
ひ
ぎ
か
で
容
続
的
に
判
断
さ
れ
る
、
）
／
戸
山
注
る
U

日
ぉ
、
従
来
の
学
説
C
は、

いザ
G
…
同
情
ん
は

つ
の
持
品
二
辺
絞
り
尚
採
が
表
小
手
れ
て

つ
の
百
円
棋
に
つ
い
と
に
一
一
で
あ
る
と
併
さ
れ
て
い
q

る
よ
う
で
↓
め
る
か
、
表
一
一
小
川
比
M

一

号
で
は
責
年
ム
下
体
と
さ
れ
る
の
は

業
主
刊
の
責
吋
根
拠
を
去
へ
工
性
問
中
小
証
内
川
能
か
ら
の
宏
九
十
川
工
根
深
義
泌
泣
－
ぞ
い
本
山
府
め
る
な
け
ん
か
ら
ぽ
、
必
ず
し
も
ぷ
不
製
造
業
有
と
、
？
れ
る

苔
が
人
で
あ
る
と
す
る
必
裂
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
v

い
わ
ゆ
る
プ
ツ
イ
ベ

1
ヘ
ブ
一
ワ
ン
ド
商
品
な
ど
は
、
製
造
委
託
哲
三
あ
？
河
辺
販
売
業
苫
む
古
代
僚
の
み
が
出
品
に
衣
ボ
さ

ι
h
 

れ
、
い
恥
涜
業
主
の
商
絡
は
表
不
一
さ
れ
な
い
こ
と
が
多
い
た
め
、
こ
の
後
段
に
よ
り
製
泣
均
一
責
任
ど
問
わ
れ
る
ご
と
に
な
う
ぺ
六
、
つ
戸
、

ゼと

7こ

日ノ
f
h
ン
ス
契
約
二
よ
け
勺
該
長
造
物
に
商
仙
慌
の
使
用
を
斤
刊
市
、
L
i
r
－
ソ
イ
ふ
ン
＋
ー
も
、
装
造
業
者
て
は
な
い
こ
J
Jど
当
H

却
す
る
U
H
h
丙

き
（
ラ
イ
』
一
ン
ス
契
約
に
基
づ
き
傾
向
m
J
C

れ
て
し
る
商
僚
で
あ
ア
ニ
］
の
記
載
や
イ
ラ
ス
ト
や
中
ザ
イ
、
J

J
に
い
た
主
で
あ
る
じ
「

と
）
と
含
わ
せ
て
商
棟
、
日
表
示
さ
れ
亡
お
ら
ず
、
何
ら
の
肩
書
き
J
M

付
さ
れ
C
い
ま
け
れ
ば
、
消
脅
さ
は
七
の
商
州
怖
が
山
村
、
ν

ハ
？
ず
山
川

で
あ
る
ラ
イ
セ
〆
パ
？
に
F

久
全
什
探
伐
を
期
作
ず
る
ず
九
め
、
」
の
後
設
に
よ
り
製
造
物
主
任
を
丸
、
っ
と

以
ー
の
も
で
つ
に

vr全
性
保
司
機
花
か
；
自
の
い
点
不
製
造
業
有
の
去
作
t
休
刊
zr説
明
FJ
る
恥
見
に
は
、
製
品
一
物
支
任
法
£
八
一
一
項

ω
号
こ
一
一
勺
て
、
「
制
ム
造
業
者

ζ
L
て
」
高
校
を
十
点
不
し
て
い
る
主
否
百

tw兵
の
取
り
扱
い
zγ
し
て
い
る
こ
？
で
」
笠
八
「
戸
、
い
な

い、
c
心
批
判
も
考
え
ム
れ
る
。

L
川J
し
、
制
K
J
4
I
i
G
と
L
て
の
i

？
れ
が
と
J

う
の
は
、
安
全
性
伝
祉
綴
説
中
一
手
じ
ざ
す
る
も
っ
；
も
由
（
烈

品
市
川
な
長
一
小
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
店
長
今
小
デ
し
た
省
は
！
日
然
に
法
～
性
波
探
義
務
士
凸
γ
づい

γと
に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
、
一
宮
山
寸
一
主
税
造
業

ρ店I;1去半：1iii) 1; czo) 120 [201つ百J



ア
ロ
で
な
い
ず
が
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
ー
が
裂
J
4
4
R
ど
E
Y
同
じ
安
九
性
確
保
さ
務
寸
守
負
っ
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
ミ
こ
に
な
る
と
い
う

い「〆、

ιd、
二
号
は
胤
定
1

）
た
も
の
こ
考
え
る
こ
と
に
。
っ
て
説
明
が
で
き
る
／
店
、
わ
れ
る
。

、
一
の
よ
λ

に
、
土
一
粁
十
件
の
以
艇
を
者
僚
の
安
全
性
保
一
刊
機
誌
か
ら
辛
か
れ
る
泊
費
者
の
信
頼
y
」
商
機
使

μ首
の
安
八
十
件
確
保
義
務

に
求
め
る
こ
与
に
よ
り
、

マ、
J

ソ
ケ
け
ド
！
と
！
仏
判
さ
れ
γ
き
た
一
信
頼
i

の
足
首
を
川
町
確
化
す
る
い
一
、
ぐ
が
で
さ
る
の
と
あ
る
n

、3

五
質
的
制
杭
M

一
業
者
の
釘
叫

製
法
物
責
古
川
法
二
条
一
f

呪

i
T
J

は

輸
入
λ
片
山
販
売
に
係
る
形
態
そ
の
怯
む
辛
苦
か
ら
み
亡
、
当

当
該
川
m
N
f一
松
戸
ザ
開
校
L
Z

力II
上

九
品
製
造
物
に
そ
の
実
説
的
な
製
涜
wtι
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
氏
乞
当
の
十
以
不
や
し
た
者
」
を
製
造
物
台
J

ド
C
責
任
L
l
れ
と
し
て
い

出尽ν〉成能と Jての安，，，，，，旬、，，，機首 f二宅；

る

h
r
L
実
質
的
咲
泣
業
者
が
頁
れ
王
い
と
さ
れ
る
根
拠
は

口
勺
と
民
！
な
、

む
友
人
工
性
役
一
止
機
能
に
長
コ
く
れ
費
者
心
’
日
願
に
み

ム
ケ
山
、
ご
こ
で
は
、

号
1
4
異
な
り
、
「
忠
造
業
者
と
し

C
」
向
一
棋
を
友
一
小
「
る
こ
と
は
安
件
と
さ
れ
こ
い
な
い
d

こ
れ
は
、
計
費
者

心、
c
考
え
ら
れ
、
乙
こ
ま
て
述
べ
て
き
た
私
犯
と
結
論
に
？
お
い

じ
な
い
？
、
の
と
円
γ
わ
孔
る
口

」

京工

Ul 
,1 
ドl
17~ 
＇、

I＇~ J、y王子： CiO il 121; 121 czo;r), 

は
「
議
が
校
造
業
者
て
あ
る
か
よ
り
も
「
誰
の
商
品
か
す
な
わ
ち
「
誰
の
マ
ー
か
テ
ィ
ン
グ
コ
シ
ゼ
プ
ト
に
よ
る
肉
品
か
」
に

関
心
が
あ
り
、
販
売
業
主
ゎ
流
通
栄
ー
と
し
て
の
筒
悼
の
表
小
で
あ
っ
て
も
、
そ
心
午
ペ
ィ
ピ
｛
久
品
開
統
保
の
期
待
を
ん
け
せ
る
こ
と
は
多
い

－X山

1

）
考
点
、
川
一
れ
る
し
や
ら
で
あ
る
戸

製
造
物
主
粁
法
、
が
制
定
3
れ
る
以
前
の
1
パ
判
例
に
お
い
て
は
、
阪
互
主
有
な
f

に
付
し
て

1

品
川
法
の
山
岳
〕
叫
で
あ
る
戸
」
乙
や
現
口
山

ゆ中一

心
淑
ぷ
供
給
な
t
流
通
へ
の
関
白
J

守
的
調
了
J
7
h
v

形
で
裂
泣
物
責
仔
を
認
め
た
事
例
hlv
多
〈
人
y
J

れ
た
J

L

か
L
、

へ
の
潟
九
J

の
度
合
い
を
子
治
ひ
旬
、
こ
し
な
が
ら
、
什
如
来
的
に
マ

i
今一
r
y
f
ン
グ
・
コ
ン
k
。つ

f
を
決
定
し
ん
ヘ
者
を
求
ゲ
て
い
～
も

、
」
心
一
一
号
は
一
税
法
業
者
一
品
外
の
い
円
下
音
寺
を
付
し
て
前
）
円
h
b
l

表
不
し
こ
者
に
も
、
制
世
心
物
責
任
を
認
め
る
？
も
の
で
あ
る
町
、
「
支
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史
的
」
、
と
い
う
史
汁
の
解
釈
如
何
に
よ
っ
て
は
、
間
M
m
Jど
表
小
し
た
一
一
手
ゲ
？
と
υ

っ
て
同
一
ち
に
裂
造
物
責
伴
を
ρ
え
し
す
る
ん
川
に
行
く
お

も
n判

ぞ
れ
ド
あ
る
。
多
J

〈
の
学
平
山
も
製
造
物
e
R打
法
の
消
費
者
作
的
役
割
を
亘
氾

L
、

刊

一
較
的
緩
や
か
に
解
出
帆
す
る
悩
一
向
に
あ
る
J

被
d

古
者
絞
済
む
拡
人
・
強
化
を
似
る
こ
y
、
に
れ
ら
界
ハ
論
を
川
内
ぺ
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
実

M
M
A
臼
者
紋
火
山
の
た
め
に
「
実
質
的

と
い
う
要

f
を

質
的
奴
主
人
菜
者
引
あ
る
か
と
う
か
に
つ
い
て
は
、
斗
今
、
ま
で
も
尚
悼
の
安
全
性
仏
副
的
同
誌
を
担
う
ん
げ
坊
に
あ
っ
た
か
さ
か
和
泉
却
に
司

断
「
べ

一
メ
ノ

i
J
ヨ

安
A

糾
阿
保
祉
拙
刊
誌
を
川
一
う

υ
場
に
あ
る
と
い
う
こ
／
）
は
、
り
て
の
4
川
田
ね
を
活
ー
に
消
費
者
T

の
コ
ミ
ー

J

に
よ
り
、
消
費
者
に
対
し
て
定
の
信
似
を
ハ
ブ
え
て
い
る
J
レ
「
と
と
を
意
味
ず
7

号
、
一
の
消
費
苫
と
の
日
戦
均
係
を
築
く
こ
と
β

で
き
れ
ば
、

そ
れ
は
同
剛
容
吸
引
力
と
な
わ
企
業
に
も
充
分
な
メ
リ
ソ
ト
、

νぺ
じ
る
の
で
為
る
か
ら
、

企
業
は
安
川
を
か
‘
け
し
て
寵
干
の
品

宍
や
｛
ム
〈
l

件
ph
一
向
ご
ご
せ
る
え
め
の
努
力
を

L
て
い
る
の
で
あ

η
、
ま
に
、
こ
の
よ
う
な
費
用
は
最
終
的
に
は
商
品
問
格
に

ていマム》へ

い
の
よ
う
に
安
全
性
保
一
寸
機
能
主
池
じ
て

そ
に
具
体
的
ー
ょ
判
断
基
J
ー
と
し
こ
は
、

実
質
的
な
製
造
業
者

合
理
解
す
る
と
、

製
品
へ
円
J
c
E
2）
h
v
」
烈
造
す
る
一
〕
ご
い
草
山
十
九
な
闘
い
7
し
た
苦
心
一
は
か
、
り
一
み
よ
り
製
品
乞
市
場
で
流
通
・
阪
宍
す
る
「
向
円
山

一（い乙。〔『）」

と
し
て
の
切
佐
セ
ー
向
め
る
よ
よ
ノ
な
関
f

J

J

デ
じ
た
醤
J

ど出一
Y
L
T

と
之
、
ズ
る
べ
き
て
あ
ろ
う
U

同
点
町
民
的
製
法
案

γ＝
を
し
し
記
の
、
会
ノ
に
解
寸
る
L
Y

、
出
様
を
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
に

ftり
き
小

L
て
い
る
フ
ィ
セ
ン
サ
i

が
、
「
実
践
的

な
製
造
業
ヌ
L

に
一
該
当
す
る
か
い
や
、

一
つ
の
苧
〕
主
k
k
r
A
与
7

↑
門
、
こ
ム
な
る

ソ
「
中
ン
サ
？
の
闘
相
が
、
引
述
の
「
裂
泣
染
者
と
、
亡
し
」
ぜ
あ

る
こ
と
の

1

行
》
門
一
消

L
表
不

〆
）
ふ
い
わ
ザ
て
官
民
七
さ
れ
て
い
た
ζ

し
て
も
、
活
ド
弔
ば
、
消
賞
者
に
こ
っ
て
は
そ
川
J

有
円
山
に
ラ
イ
七
〆

剖
リ
ー
の
有
限
？
？
ー
か
不
さ
れ
て
い
る
ご
y
し
が
、
持
品
選
択
の
際
の
大
き
な
川
口
断
安
宗
こ
な
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
さ
に
そ
の
有
限
の
ふ
い

ず
る
一
…
宇
的
引
h
M
で
あ
り
、
消
費
者
の
信
制
限
引
？
〈
ど
め
る

omA営
者
は
で
の
ラ
イ
七
〆
リ
サ
引
で

マ、い
γ
Q
L

」
は
忌

わ
な
い
場
介
て
あ
3

て
も
、

フ
イ
A
L

ンルリ
i
小
何
ら
か
の
形
で
そ
の
持
「
い
即
日
京
全
性
寺
和
チ

J
y
ク

出
川
か
け
坊
に
流
通
す
る
υ
川
に
、

し
て
レ
る
で
あ
ろ
う
と
レ
う
照
待
V
F
J
る
場
合
か
あ
る
。
心
力
ょ
う
は
場
合
、
前
原
わ
う
P
A
L
Y

〆
サ
ー
と
し
て
吋
議
製
法
物
に
商
用
ケ
一
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て
い
る
者
は
、
そ
の
商
樗
に
上
わ
商
品
の
品
川
値
を
高
め
介
、
も
の
と
許
制
ご
吉
、

れ
る
川
主
件
が
λ
門
く
な
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

ι一
宗
的
製
造
業
者
に
談
出
一
す
る
と
判
断
さ

斗

日
間
際
権
佼
円
卓
宗
に
お
け
る
常
国
し
＼
権
者
の
製
r
ト
山
一
物
責
任

表
不
製
造
業
許
心
頁
汗
倶
提
ピ
つ
い
て
、

一
表
ぶ
に
刻
一
oJ
るわ川制収」

ζ

い
う
点
九
七
重
視
「
司
令
論
者
の
多
く
は
、
尚
擦
を
円
」
用
さ
れ
た

湯ム口
J
U
、
指
標
住
者
が
そ
、
れ
を
知
り
な
ず
ひ
ら
長
期
尚
放
置
し
、
取
認
し
て
い

は
衣
川
叫
駅
近
染
者
と
し
ふ
れ
涜
物
責
～
つ
を
や
れ

U
一

わ
せ
る
こ
と
を

r
張
ず
る
－
収
柱
、
こ
の
よ
う
な
見
解
か
、
九
叫
が
一
同
心
多
数
」
以
前
は
品
川
佼
rq
一
口
め
て
レ
る
も
の
と
U

川
い
わ
れ
る
c

こ
り
r

主主
l

小、
コ！？
i

ト
品
川
切
の
外
似
門
出
へ
の
帰
f
R
性
等
を
根
拠
に
、

尚一品
mv
九
沿
い
事
パ
ー
ん
と
呉
川
与
る
υ同
い
思
表
示
の
幼
m市
役
権
利
者
に
帰
託
手
せ
る
反
抗

出尽ν〉成能と Jての安，，，，，，旬、，，，機首 f二宅；

九
百
条
一
T

川
下
山
顎
折
透
市
と
同
じ
よ
う
に
、
商
標
校
者
r
七
九
吋
が
当
該
製
造
物
に
ι庁
保
を
表
不
し
に
場
合
で
泣
く
て
J
、u
、
製
造
物
品
、
任
法

二
条
一
心
二
号
、

一一」勺（
U
U用
な
い
し
は
組
都
道
川
市
を
認
め
よ
う
と
す
る
も
、
り
て
ぬ
ア
ム
竺

。
つーおーー

ま
た
、

l
記
簿
釈
に
よ
る
と
、
製
造
物
責
粁
は
消
費
者
側
の
士
鋭
的
事
情
を
考
慮

γ
る

τ）
な
く
成
り
す
る
た
め
、
尚
一
僚
が
河
一
討
さ
ぬ

ロ

れ
た
向
ー
一
付
心
購
入
者
小
、
そ
の
勝
人
し
ゃ
高
討
が
い
、
わ
り
る
ー
品
川
ザ
ソ
ン
ド
ー
で
為
る
こ
こ
を
日
り
つ
つ
購
入
し
た
ぬ
ム
ロ
で
あ
っ
て
も
、

J
J

一一
3
一、
j
 
－技

し
か
し
、
主
説
的
集
注
来
苦
心
ι
台
U
ふ
引
が
製
造
業
者
の
合
九
日
い
い
操
拠
を
、
商
標
J
Y
土
日
ハ
不
す
る
占
γ
ど
り
安
全
小
1
碓
似
義
務
選
以
に
求
め
る
ぶ

は
か
ら
は
、
こ
の
よ
う
士
解
釈
は
支
持
で
き
な
し
仁
製
品
J
U

明
言
任
ζ

い
3
乏
い
責
任
主
負
わ
せ
る
回
収
拠
は
、
そ
の
オ
ー
が
刊
製
造
物
の
を
お
土

性
／
一
確
保
す
べ
き
で
あ
コ
た
に
も
か
か
わ
り
ず
こ
れ
を
え
っ
た
一
、

t
に
ぷ
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
、
り

そ
の
よ
v
J

な
J

場
に
な
か
っ
た

日
m川
一
事
例
に
お
汁
る
商
標
権
者
に
、
現
造
物
R
H竹
法
！
の
製
造
物
言
日
を
句
ハ
ト
ぃ
、

7hv
」
〉
一
は
で
き
な
い
υ

同
一
松
権
幹
か
M
F
J｝
物
責
任
J
V
－
追
及
、
予
れ
｝
合
一
と
と
な
り
、

バ
ラ
ン
ス
や
欠
一
い
三
結
晶
、
t
な
る
の
で
は
な
い
た
？
っ
か
u

切
え
亡
、
現
実

開
山
崎
と
し
て
官
副
主
例
と
レ
う
の
は
、
持
’
t
h
u
苦
名
守
山
町
F
H
に
つ
い
て
集
中
前

こ
れ
を
行
う
者
は
違
法
行
為
て
丸
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勺
こ
と
を
認
識
し

E
Lい
勺
た
ん
の
、
日
叫
密
民
に
奴
期
間
に
行
な
わ
れ
た
り
、
ほ
沫
的
に
行
わ
れ
1
7

～
り
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
、
ど
か
白
色
、
り
て

の
多
く
が
海
外
で
製
泣
さ
れ
て
伐
即
日
v

凶
に
人
っ
て
く
る
の

そ
の
た
め
、
出
標
権
有
は

も
n判

て
生
、
侵
害
者
や
版
記
ル
ト
ま
で
把
握
ア
る
こ
こ
は
駐
し
く
、
法
的
処
置
を
ほ
吋
？
っ
r
J
u
u
栴
子
の
所
人
刊
さ
え
わ
か
ら
な
い
こ
乙
が
少

な
く
な
；
ま
に
、
高
川
標
権
者
向
J
Mいら

η
の
対
策
を
河
内
っ

J
J
J
L
て
も
、

巨
院
中
川
削
粧
品
は
治
安
者
の
手
正
に
残
っ
た
ま
主
で
あ
る
一
引
ら
、

制
北
川
心
物
責
汀
り
族
問
制
限
内

に
制
官
口
店
主
ナ
校
日
刊
ム
ル
ー
す
J

る
ご
と
も
あ
り
λ
ょ
う
ハ
ご
の
よ
う
な
辛
料
ピ
猫
み
れ
ば
、
高
間
際
指

者
U
M
M

同
円
以
昌
子
門
｝
ゲ
刈
り
ぷ
が
ら
邸
主
、
に
は
川
も
［
な
か
ッ
に
事
実
を
高
岡
山
権
俣
市
γ
什
の
宇
中
大
を
汀
い
り
な
が
ら
長
期
間
枚
出
血
・

前i

出
M
F
M

権
者
に
波
注
物
責
汗
を
諜
L
U
J

の
で
あ
れ
ば

そ
の
ハ
祐
弘
前
に
は
疑
問
が
捻
か
さ
る
な
何
J

んはレ。

一
心
そ
ら
く
、
多
数
一
訟
も

と
い
え
る
た
め
に
は

九一の

I
3
h
a市
下
什
山
が
あ

れ
制
限
的
と
ι同
様
係
者
mvm出7
1
J
を
要
求
す
る
戸
」

1
r
r
な
る
で
為
ろ
う
が

れ
は
、
古
川
僚
経
の
伎
川
市
山
町
講
に
つ
い
こ

不
の
合
意
を
認
め
、
官
用
と
し
て
で
は
な
く
ヲ

f
ヤ
一
〆
ザ
！
の
↓
只
任
ー
と
［
て
治
的
に

一
環
二

5
Gい
し
は
っ
す
の
起
用
J
V
綾
索
7
u
h
」
方
が
実
能
川
印
L
ヒ
解
釈
と
必
る
心
で
は
な
い

」
む
よ
う
に
解

d
れ
ば
、
私
旬
、
攻
さ
れ
に
国
川
市
事
例
心
場
ん
n
J
い
う
の
じ
、
商
世
阿
佐
打
者
、
も
絞
半
口
北
引
な
心
で
為
る
か
ら
、
茨
造
物
責

任
y
：
コ
よ
川
ず
べ
き
事
切
で
は
な
く
、

般
不
法
行
為
法
一
氏
法
七
一
い
力
条
）

で
対
処
し
、
商
際
社
惟
さ
倒
の
股
亙
の
期
嗣
や
一
刈
応
は
過

夫
九
山
氏
件
ゼ
考
慮
、
〕
つ
つ
一
不
法
行
為
の
成
併
を
検
討
、
）
、
消
貨
若
側
げ
や
偽
ブ
ラ
ン
ド
円
山
で
あ
る
h

と
な
認
識
、
〆
て
レ
た
か
百
か
な
ど
の
事

情
7

ヘ
泊
先
栴
殺
－

N
〕
二
条
店
一
で
考
慮
す
る
こ
い
う
の
戸
、
民
主
広
山
」
勾
解
釈
で
あ
る
乙
考
え
る
、

ま
た
、
河
亡
く
荷
憾
の
恥
流
”
を
牧
民
心
場
合
で
も
、
近
年
同
え
て
い

百いで、

一
ア
イ
セ
シ
、
て
が
ラ

f
セ
ン
ス
長
約
に
よ
っ

て
f
ん
リ
グ
ら
札
に
製
造
投
円
旦
を
お
は
一
地

L
て
奴
近
し
、
切
れ
一
送
分
を
一
ア
イ
セ
ン
サ
ー
た
る
商
標
権
者
に
於
町
三
市
場
に
J

九
一
旦
汽
せ
る
こ
い
う
態

一川）

禄
が
あ
る
川
こ
の
円
、
学
乱

i
は
指
標
権
桜
山
ム
口
と
し
て
論
じ
る
目
見
解
と
ラ
イ
セ
ン
ス
ど
を
日
反
に
留
ま
れ
2

古
川
傑
権
長
告
の
事
例
で
は
な

L、

い
り
吋
白
し
L
い

、
本
稿
と
心
配
官
庁
係
で
は
、
こ
の
よ
う
な
湯
合
で
も
う
イ
七
〆
サ

l
た
る
悦
標
権
者
、
ハ
ペ
川
片
山
一
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初
十
片
任
を
七
日
っ
か
Thuhλ
日
間
m
E
r
な
る
r

冒い』
t
m
f
M刊
に
お
け
る
多
数
説
的
な
立
ぬ
に
げ
つ
論
ヌ
か
、
三
」
の
間
関
ピ
門
及
3
れ
た
ち
の
は

見
当
た
ら
な
か
っ
た
が
、

青
山
川
事
例
こ
川
ん
較
L
て、

一
計
芯
使
｛
い
何
者
こ
の
関
係
は
は
る
か
に
近
い
行
町
、

四
川
標
権
者
の

の
外
航
作
山
川
へ
の
Jh玄
什
」

や－
7
く
な
り
、
製
造
物
言
一
粁
が
H
H
山
に
さ
れ
る
場
合
が
多
く
仕
る
ー
も
の
／
一
目
、
？
や
れ
る
ラ

K

全
性
紘
一
北
桜
誌
か
ら
商
標
権
者
。
制
高
造
物
責
灯
ー
を
梨
、
え
る
私
科
目
ら
は
、

一アイ
1

h

じ
〆
ス
い
山
人
約
に
よ
り
う
イ
セ
γ
：
ン
に
刈
L
f
L
一フイトし

ン
サ
ー
の
安
全
初
日
h
述
が
及
ん
セ
い
～
古
川
」
か
、
及
ん
セ
い
た
、
」
I

、
ス
る
場
合
｛
～
一
フ
イ
セ
ン
シ
ー
に
よ
る
紋
日
明
制
限
違
以
ζ

い
う
宅
突

が
、
ラ
イ
μ
ヒ
ノ
サ
ー
の
安
全
直
縫
山
仮
設
r
つ
違
反
を
草
川
悦
付
け
7

匂
ー
も
の
と
な
る
か
と
レ
ト
っ
杭
点
か
ら
検
討
す
べ
さ
も
の
と
考
ろ
ゐ
c

五

γ

女
ふ
河
辺
市
一

1
機
能
む
今
後

出尽ν〉成能と Jての安，，，，，，旬、，，，機首 f二宅；

本
お
さ
は
、
安
主
性
深
訳
出
可
能
が
宵
僚
に
認
め
ら
れ
る
一
」
J
を
指
抗
し

分
析
し
ザ
ヘ
ヂ
さ
た
u
炉、

同中一いぷに、

こ
の
機
龍
が
果
た
す
べ
＃

ん
l
叫
伐
の
役
割
に
つ
い
て
検
百
し
た
い
J

長
μ
川
の
安
全
糾
い
に
対
す
る
山
古
ぷ
は
今
後
も
ま
j
ま
す
始
、
く
な
る
で
あ
F

？
っ
つ
こ
心

心
寸
て
、
山
γ
戸山
H
U
4
u
絞
i
一山J
V
℃幻
H
す
る

z
l
h

め
に
商
阿
川
も

つ
の
役
初
を
い
っ
て
行
く
一
一
と
が
求
め
、
つ
れ
ゐ
商
標
は
製
造
烹
長
↓
側
と
消
較
文
の
一
ゴ
ミ
）
ニ
ケ
？
ン
一
プ
〆
ヅ
ー
ル

と方
v

て
機
能
ず
る
こ
と
か
り
、
裂
造
立
側
は
向
い
じ
め
製
品
の
宏
九
性
ャ
、
『
広
報
的
山
れ
u
h
r
J
、
消
費
ア
r

測
も
こ
れ
と
医
杭

rゐ
こ
と
店
主

袋
三
日
出
づ
七
、
て
J

も
ち
ろ
ん
、
消
費
者
側
々
人
の
安
全
性
に
対
ず
る
甘
沼
に
は
、

特
に
山
港
消
費
石
川
林
の
日
小
山
政
に
期
日
が
／
ざ

往
々
的
ピ
ム
限
界
が
あ
る
こ
ー
一
か
口
、
出
資
zn同
科
、

ま
た
、
本
杭
で
は
製
造
物
言
仔
法
と
の
関
係
を
論
じ
た
た
め
検
討

Pざ
ヨ

b
y

勺
た
が
、
＋
間
際
に
は
一
役
務
i

！
町
対
象
〆
子
J

る
サ
ー
ビ
ス
マ

i
ケ
も
ふ
め
る
こ
ζ

か
ら
、
役
務
乙
安
全
刊
の
対
係
に
も
汁
ゴ
）
〆
て
川
か

江守
l

れ
ま
也
、
つ
な
、
i

o

i
i

；1
1

j

l

i

 

次
に
、
前
療
の
機
能
と
し
て
安
ら
怜
保
社
機
能
h
M
誌
仇
む
ら
れ
る
と
し
亡
、
十
府
県
寸
い
に
お
い
て
、
W

一
。
一
機
能
が
ど
、
二
三
で
深
一
討
号
、
れ
る

11；~ J、y王子： CiO il 125! 125 czo;r), て



c8 

か
に
つ
い
て
考
え

E
い
く
必
M
7
1
F
いある
r

こ
の
h
一
’
で
参
考
乙
な
る
の
が
、
品
目
以
一
市
機
能
を
め
ぐ
る
談
前
で
あ
る
じ
品
質
保
証
機
肢
に

つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
ム
に
並
行
払
何
人
右
め
／
》
て
議
論
子
さ
れ
て
き
と
が
、

沢
町
十
立
は
、
品
質
保
－
A
機
先
ニ

戸川一

の
パ
プ
グ
イ
ム
転
挨
」
が
滋
j
し
て
い
る
乙
の
土
娠
が
あ
る
っ
と
の

i
f伎
は
、

も
n判

で斗め
4
h
w

乙
1ν

て、

仏付円山のロ…山首
A
J
K

コ
〆

f
口

i
ル
す
る
こ
」
こ
そ
、
訪
問
問
山
中
核
的
な
絞
p
主
で
あ
り
、
山
押
質
ι体
内
」
一
の
た
け
れ
に
け
努
力
を
畢
に
す
る
寸
つ
な
七
為
に
つ
い
て
潟
照
権

μ
脱
出
口
を
認
め
よ
う
4
7
J
る
も
の

い
叫
貨
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
こ
い
有
二
と
か
、

定
の
ヘ
ム
井
性
な
背
且
げ
げ
い
張
3
れ
て
い
る
の

で
丸
れ
ば
、
同
じ
く
公
リ
れ
件
を
有
す
る
安
ル
件
保
証
機
能
に
関
し
て
、
一
安
全
性
心
コ
〆
ド
ロ
ー
ル
」
を
持
MM
す
守
一
と
は
不
可
能
で

は
な
レ
よ
う
に
泣
わ
れ
る
（
%
に
一
い
及
し
に
市
川
県
議
昔
の
安
九
十
性
管
坪
維
と
正
関
係
も
合
め
て
今
母
、
の
一
体
刷
、
討
諜
題
2
し
た
h
v
c

へ
川
一
小
川
ベ
チ
」
持
け
、
お
〆
一
間
ハ
ヘ
古
川
な
ど
苓
店
内
」

一
山
川
）
同
i

R
事凶
r
t
h

一
前
一
＼
勺
h
M
1

古枠旬、川
l

（
7
エ
ハ
山
台
ペ
ー

（
川
同
ヒ
ヘ

R
U

ご

L

一
出
量
訳
出
ロ
ベ
布
行
動
指
へ
千
八
川
一
苫
店
九
八

ム
十
い
怯
り
2
2
4
Z
M
4
J
H
h

一
ヘ
ニ
ヂ
γ
ハア
J

立
白
ぺ
（
パ
ム
勺
一
八
）
字
♂
附

（山J

制
貯
や
前
U
判

U
r
7
－
八
：
民
、
小
町
叩
前
掲
什
（
ワ
ニ
一
に
一
日
参
陪

（
門
川
～
南
町
布
川
崎
ー
の
？
ナ
目
的
伝
説
ミ
ゥ
f

っ
て
。
前
抱
i

一
郎
一
七
司
、
吉
崎
氾
ハ
阿

リ
一
一
同
鳥
、
何
本
e

h

特
注
－
y

一
一
六
八
汚
点
ρ
均

一
、
川
～
vmミ

yrz
ヘ
〆
了
つ
ヨ
一
ミ
宙
人
間
寸
J及川
3pJLA
－V
叫
寸
、
え
い
『
ミ
州
立
に
同
お
と
た
室
町
司
、
、
E
4
h
N

豆、～ーさ之》
U

『之、志向、足。足
K
2
4
P
同

C
お

i

ぺ
m
F
H
』

主
君
、
』
こ
2
5
司
、
志
（
門
主
主
主
七
、
古
削
除
の
肘
昨
的
川
仰
い
他
山
h
J
t
L
校
出
汁
F
J
h
T

ぺv
て
も
i
」
扶
明
b

h

」
…
一
め
令
こ
と
と
な
る
（
壱
院
政
問
「
y

ラ
／
ド
旬
純
許
制
？
使
用
部
｝
間
説
法
の
対
応
ン
ユ
リ
ス

i

二
何
言
勺
↓
ソ
一
h
J

－
ハ
～
ハ
一
J

多
目
J

一
、
川
市
川
慌
の
峰
、
恨
む
一
保
設
す
hv

いと
1

て
目
、
比
三
九
で
は
、
佐
深
一
仏
の
也
に
ぷ
止
悦
年
刈
に
法
か
雨
宮
山
一
役
宙
乞
円
ふ
～
L
K
L
る「

へ
い
川
～
｛
「
〔
批
止
山
町
利
便
桜
能
ね
の
再
校
バ
ド
川
古
川
ほ
－
叶
K
M
徒
に
悶
r
J

る
山
岨
ヱ
と
中
川
ご
い

L

己
不
ド
ム
荒
川
削
右
梓
法
v
J
ん
ム
年
報
－
知
的
財
持
法
の

ア
h

山円以事出

ま
た
、
北
川
」
太
郎
一
h
ド
業
民
引
y

川一賀

て
の
川
叫
ん
】

上
品
一
け
ノ

ι匂
喧
店

一
転
収
増
補

布石～川崎
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現
状
！
し
双
山
山
田
一
品
川
二
心
サ
斗
貝
（
一
一
九
（
】
）
ぃ

二
川
一
同
ん
ペ
ペ
、

1
n
T苦
よ

J
司
標
江
川
4
A川
市
一
阪
、
間
同
士
山
早
二
小
O

U
一
回
じ
じ
員
会
一
J

y

k

p

w

及
打
で
は
、
松
川

γ成
五
与
一

Flf
二
t

H
足
袋
主
力
ぃ
空
一
号
二
一
有
民
主
お
何
己
主

L
E
2
事
内
一
及
び
原
審
叩
ド
人
前
札
口
引
わ
成
匹
J
I
一
月
二

λ
ハ
民
主
立
？
巻
一

1
4
1、
五
百

一
守
成
一
一
恒
一
r
L
治
川
二
土
R
4
に
い
う
品
質
伝
涼
一
執
念
の
休
置
つ
け
を
巡
っ
二
も
、
日
解
が
ヘ
ヤ
刀
れ
て
い
る
〕
糸
川
明
成
帖
一
一
ブ
イ

七
ン
ス
持
約
に
げ
汁
る
波
注
他
県
造
者
制
以
条
項
目
注
以
と
川
町
一
行
愉
人
心
許
r
h
H
L

克
明
寸
一
つ
い
さ
二

J
K
ヘ
一
長
～
二
リ
寸
一
二
一
、

υ一
花
布
子

可
宮
山
lv
ゴ
j
M判明円〈白川
L
M
法
判
仇
人
み
る
夜
探
成
能
一
市
一

vmvd引
佐
一
一
位
比
一
語

tzd
附
究
九
号
八
円
、
判
長
止
哨
「
院
院
内
什
時
～
丸
山
良
心
具
体
的
ふ

容
に
｛
ノ
い
く
の
が
ソ
J
h
ホ
一
立
命
館
広

7

fノ
ゾ
サ
一
代
九
！
パ
寸
九
一
二
八
J

パ
一
）
、
玉
汁
泊
三
い
お
仁
川
切
一
斗
行
な
y
安
明
h
p

戸
川
）
こ
り
l
i

、
根
守
的
掲
主
－
H
）
ハ
同
い
い
ハ
は
、

F
r
p
H
P
R
心
学
A
を
引
用

L
R斗井げの

7
：
一
一
ケ
ヨ
シ

J
b院
を
提
唱
」
吋
J

匂
ュ

一
円
、
刊
で
凶
一
一
民
去
除
河
深
川
山
内
ハ
V

4

百川河川直
b

ヘ
口
央
人
町
一
川
『
訪
中
也
九
）
ん
川
H
b
t
f
川村l

へ川和一

i
f立
長
利
便
佐
1

｝
布
行
輸
入
」

2
当
日
ペ
ジ
市

1
↓
ル
ー
ヘ
凶
守
一

t
－5

（一

U
U
寸一ム丸山。出）

一ιト
）
小
平
京
・
前
約
U
（川－
h
ル
カ
民
主
出
J

ま
ん
、
日
協
ー
附
探
C
J百
九
日
r
一
尚
平
司
法
心
巨
的
一

e

則
一
掲
注
ヘ
均
一
一
へ
一
ド
、
勢
町

一
れ
＼
イ
塚
古
初
、
川
l

（
刊
び
札
主
胃
ペ
ネ
万
M
m
r

（
泊
↓
ヘ
ノ
一
づ
一
ヘ

J刊
の
雪
印
集
同
主
寸
叶
l

明
J

や

（

J
O七
九
十
の
市
場
ム
士
山
の
烹
氾
偽
薬
事
色
ー
は
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